
西

門

義

• ー崎

水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
測
定
法
と
其
植
物
病
害
研
究
上
の
庭
用

-、
緒

言

A
Y
か
ら
十
数
年
前
ま
で
は
植
物
病
理
撃
の
研
究
と
云
へ
ば
大
抵
は
其
病
原
菌
の
形
態
を
研
究
し
種
類
を
決
定
す
る
の

が
重
な
る
仕
事
に
な
っ
て
居
b
、
病
原
菌
の
培
養
を
行
っ
て
培
養
某
上
に
於
け
る
其
性
質
を
研
究
し
。
準
ん
で
は
之
と

寄
主
植
物
の
生
育
僚
件
を
比
較
研
究
す
る
と
い
ふ
事
等
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
其
後
病
原
菌
を
純
綿
培
養

し
其
生
理
的
の
性
質
を
研
究
す
る
事
が
盛
λ
は
な
り
、
更
に
現
今
ぞ
は
其
研
究
法
も
令
っ
と
獲
つ

τ来
て
其
研
究
範
囲

。も
頗
る
多
方
面
に
互
る
様
に
な
っ
向
。
然
し
倫
其
病
原
菌
の
培
養
上
の
性
質
を
研
究
す
る
事
が
植
物
病
問
串
研
究
上
の

一
つ
の
重
要
な
る
部
分
を
占
め
て
居
る
左
い
ふ
事
は
否
定
で
き
な
い
事
賓
で
あ
る
。

植
物
病
原
菌
の
み
な
ら
ず
各
種
の
菌
類
又
は
細
菌
額
の
培
養
比
嘗
っ
て
考
慮
す
ぺ
主
催
項
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
其

の
反
順
と
い
ぷ
事
も
考
慮
す
ぺ
き
最
も
童
要
な
る
物
の
-
つ
で
あ
る
。
耐

L
て
培
養
基
の
反
願
の
影
響
と
い
ふ
事
は
細

菌
の
場
舎
に
は
殆
に
著

L
t多
〈
の
細
菌
怯
酸
性
反
臆
に
は
抵
抗
性
が
弱
い
。
其
弱
い
例
を
掲
げ
る
と
只
令
で
は
多
少

治
b
か
け
た
様
で
あ
る
が
、
嘗
岡
山
牒
で
も
涜
行
し
て
居
る
コ

ν
ラ
の
病
原
細
菌
の
如
き
は
酸
に
費
す
る
抵
抗
が
非
常

ホ

事

掃

4
オ
y
a
R度
の
測
定
也
由
主
骨
骨
積
物
病
療
研
究
上
@
由

Em

軍



水
素
イ
オ

y
a蝿
度
の
測
定
浪
と
其
擁
拘
昌
明
書
骨
柄
盛
丸
上
の
幽
咽
用

3i 

に
弱
い
も
の
で
普
通
の
人
の
胃
の
中
を
遁
る
止
其
胃
液
の
酸
の
舟
め
に
直
ち
に
殺
3
れ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。

植
物
の
病
害
の
原
因
と
な
る
菌
類
は
多

ιの
植
物
の
細
胞
液
が
多
少
酸
性
で
あ
る
加
減
で
も
あ
ら
ラ
が
右
の
コ
レ
ラ

菌
の
場
合
と
多
少
趣
を
異
に
し
寧
ろ
酸
性
の
方
が
接
育
が
よ
い
と
い
ふ
物
が
多
い
。
兎
に
角
菌
類
を
培
養
す
る
に
嘗
b

で
は
培
養
基
の
反
臓
と
い
ふ
事
は
最
も
注
意
を
要
す
る
物
の
一
つ
で
あ
る
。

培
養
基
の
反
躍
を
表
は
す
方
法
と
し
て
従
来
普
遁
に
用
以
ら
れ
て
来
た
方
法
に
ア
ラ
l
の
度
戴
(
句
z
-
r
p
ω
n
t
m
)

と
い
ふ
の
が
あ
る
。
其
フ
ラ

1
の
プ
ラ
ス
何
度
守
イ
ナ
ス
何
度
と
い
よ
呼
び
方
で
其
ハ
+
)
度
は
指
示
薬
y
z
l
ノ

y
、

フ
タ
レ
イ
ン
に
酸
性
ゼ
(
二
度
は
閉
じ
〈
ア
が
ハ
カ
?
性
で
あ
る
事
殺
意
味
す
る
c
而
し

τ其
度
数
は
酸
性
又
は
ア
Y
カ

9
性
の
度
舎
を
示
す
物
で
あ
る
。
例
ば
或
る
培
養
基
が
ど
ア
!
の
ハ
+
ご

O
度
と
云
へ
ば
其
は
酸
性
反
膿
て
あ
っ

τ
y

z
ノ
1

Y
、
フ
タ

ν
イ
シ
に
中
性
に
ま
っ
た
物
に
、
更
に
其
一
立
に
劃
し
て
一
規
定
の
聾
酸
液
一

O
耗
を
添
加
し
た
物

で
あ
る
。
謂
以
換
へ
る
主
之
を
中
性
に
す
る
比
は
苛
性
曹
遣
の
一

O
耗
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ね
物
で
あ
る
。
同
じ
く
(
+
)

一
五
度
又
は
ハ
+
)
ニ

O
度
は
同
様
に
培
養
基
一
立
は
劃
し
曜
醍
を
一
五
鈍
又
は
ニ

O
粍
添
加
し
先
物
で
あ
る
。
又
(
一
)

一
O
B
Cは
ア
Y
カ
9
性
の
培
養
基
ぜ
、
フ
エ
ノ
1

Y
、
ァ
タ
レ
イ
ン
に
中
性
の
培
養
基
ぜ
更
に
英
一
立
に
費
し
て
一
規

定
の
苛
性
曹
達
液
を
一

O
鈍
添
加
し
た
物
で
あ
る
。
斯
様
に
し
て
ハ
+
u
五
度
(
+
〉
一

O
度
(
+
v
-
五
度
と
か
ハ
一
)
一

O

度
ハ
一
〉
二

O
度
と
か
い
ふ
風
に
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

フ
Z

ノ

l
w
、
フ
タ

ν
イ
シ
を
指
示
薬
と
し
た
時
の
中
性
動
は
9
ト
守
兵
指
示
薬
で
は
中
性
で
な
く
て
、
帽
ノ
ト
小
兵



に
脅
す
る
中
和
貼
は
フ
ラ
!
の
ハ
+
u
二
五
度
位
に
嘗
る
。
従
っ
て
ア
ラ

1
の
(
+
)
二
五
度
以
下
の
物
は
9
ト
守
ス
指
示

業
に
劃
し
て
は
ア
wr
ヵ

9
で
あ
る
と
い
ふ
事
に
在
る
。

此
が
培
養
基
の
反
照
を
表
は
す
従
来
の
方
法
で
あ
っ
た
が
、
酸
ア
Y
カ
タ
或
は
聾
類
は
其
溶
液
の
中
で
は
其
イ
オ
ン

に
解
離
す
る
物
で
酸
又
は
ア
Y
カ
ヲ
の
作
用
は
凡
て
其
解
離
し
た
酸
イ
オ
ン
叉
は
水
酸
イ
方
シ
の
作
用
に
よ
る
物
で
あ

る
。
従
っ
て
菌
類
を
或
る
反
臆
の
培
養
基
に
培
養
し
た
場
合
に
も
其
菌
の
按
育
は
其
解
離
し
た
水
素
叉
は
水
酸
イ
オ
ン

の
量
に
よ
・
9
て
影
響
を
受
け
忍
物
ぜ
解
離
せ
な
い
酸
又
は
ア
Y
カ
9
の
分
量
に
閥
せ
な
い
の
で
あ
る
・
業
敢
に
従
来
の

反
膳
の
表
は
し
方
で
あ
る
フ
ラ
!
の
度
数
は
金
酸
度
又
は
摘
定
酸
度
に
よ
る
物
で
あ
S
か
ら
、
此
で
は
都
舎
が
悪
る
い

事
に
な

b
水
素
イ
オ
ン
の
濃
度
で
表
は
苫
但
ば
な
ら
な
く
在
っ
た
。
現
在
で
は
殆
ん
ど
凡
で
が
此
水
素
イ
オ
シ
濃
度
の

方
法
ぜ
表
は
苫
れ
る
援
に
在
っ
て
来
た
。
単
に
培
養
基
の
場
合
の
み
な
ら
ず
植
物
病
盟
皐
の
各
方
面
ぜ
水
素
イ
オ
ン
漉
・

度
と
い
ふ
事
が
よ
く
研
究
せ
ら
れ
る
様
に
在
り
、
植
物
の
病
害
の
抵
抗
性
の
原
因
研
究
の
有
力
な
る
費
料
と
な
b
、
又

防
除
の
賓
際
的
方
面
か
ら
も
大
麹
必
要
な
事
項
!
と
考
へ
ら
れ
て
来
た
。
以
下
其
水
素
イ
オ
シ
漫
度
の
概
念
井
に
測
定
の

簡
車
窓
方
法
と
葉
植
物
病
理
串
上
に
謄
用
3
れ
て
居
る
一
二
の
例
と
、
割
払
が
稲
の
胡
麻
葉
枯
病
菌
の
接
育
代
劃
す
る
影

響
そ
研
究
し
た
概
要
と
を
遮
〈

τ見
度
い
と
思
P
F
。
勿
論
現
今
で
は
水
素
イ
オ
シ
渡
度
の
測
定
法
の
様
主
事
は
何

A
な

書
物
を
見
て
も
分
る
事
で
あ
あ
が
其
書
い
て
あ
唱
。
事
が
精
密
を
期
し
て
あ
る
矯
め
に
可
な
9
面
倒
で
其
専
門
で
な
い
者

が
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
見
る
の
は
憶
劫
で
あ
る
。
其
故
に
以
下
遁
y

あ
る
慮
は
此
方
面
の
仕
事
を
ま

.Rゃ
っ
た
事
の
な
い
方

ホ
策
イ
オ

y
a凪
度
の
測
定
法
主

.W祉
刷
物
自
明
世
育
研
究
上
の
康
朗

3i 



市
業
d
q

オ

y
汲
度
内
測
定
法
主
其
披
物
病
響
研
究
上
の
風
用

元
国

へ
水
素
・
4

オ
U
M

濃
度
の
概
念
を
博
ヘ
、
且
又
其
測
定
の
方
法
も
私
の
や
っ
た
経
験
か
も
す
る
と
左
程
兎
倒
を
せ
ず
蛇
や

っ
て
も
六
慌
の
慮
ま
ぜ
怯
出
来
る
と
い
ふ
事
を
御
話
む
度
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

明
し
て
又
吾
ゅ
の
様
在
宜
場
杭
笹
る
者
拡
葉
大
韓
を
知
る
を
や
け
炉
事
が
極
め

τ大
切
で
あ
る
。
非
常
虻
多
〈
の
帳
件

に
よ
っ

τ支
配
せ
も
る
る
生
物
の
接
宵
止
や
ふ
様
段
、
事
は
物
開
化
事
者
が
宮
験
す
る
時
の
様
在
精
密
誌
は
不
要
志
の
で

• 

あ
る
。
反
臆
の
み
な
ら
ず
温
度
の
例
で
云
ふ
て
も
物
理
化
串
者
等
の
賢
験
で
は
揖
氏
一
度
の
百
分
の
一
或
は
千
分
一
ま

て
も
正
確
に
調
べ
た

b
或
は
調
節
す
る
様
に
す
る
が
吾
b
ー
が
必
要
在
の
は
揖
氏
一
度
も
分
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
例
へ
ば

安
の
黒
穂
病
菌
は
揖
氏
五
四
度
で
五
分
間
で
死
ね
と
い
ふ
事
が
分
れ
ば
足
ゆ
る
の
ぜ
あ
っ
て
五
四
度
何
分
と
い
ふ
事
等
・

は
必
要
の
な
い
事
が
多
い
の
で
あ
る
。

右
の
趣
意
で
以
下
述
べ
て
行
き
た
い
と
思
ふ
か
ら
精
密
を
要
せ
ら
る
、
方
は
以
下
連
ぷ
る
如
く
し
て
作
っ
た
物
に
就

5
て
電
気
的
側
定
で
検
定
し
て
見
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
又
閉
じ
比
色
法
に
よ
る
と
し
て
も
P
ラ

1
ク
氏
の
慮
方
遁
b

に
丁
寧
に
薬
品
を
精
製
し

τ使
用
す
れ
ば
よ
い
と
思
ふ
。
其
奉
考
書
と
し
て
は
川
村
一
水
華
、
水
素
イ
オ
ン
講
話
。

宅
・
冨

-nzp
吋
宮
口
2
5
B
E白
色
。
口
弘
司
王

5
m
g
F
E
-
M
E・
E
-
F
E
5
2
0・

松
本
規
l
植
物
病
理
串
研
究

H
m
病
虫
害
雑
誌
第
八
巻
一

O
及
ご
一
競
大
正
十
年
。

紳
野
幾
馬
1
水
素
イ
才
シ
濃
度
の
比
色
定
量
法
に
就
て
、
盛
岡
高
農
同
窓
曾
皐
術
品
果
報
第
二
審
一
一
一

i
-
五
三
頁
大

正
十
四
年
。



成
策
イ
オ

y
俊
民
昨
測
定
法
・
之
県
組
物
病
血
清
務
先
上
@
薗

Em

五
草

長
谷
川
米
蔵

l
水
素
イ
オ
ン
漉
度
の
側
定
法
に
就
い
て
。
廃
皐
脅
報
、
第
二
二
五
韓
大
正
十
年
等
の
が
よ
い
。

ー-、
水
素
イ
オ
シ
濃
度
の
概
念
並
に
測
定
法

戸町、

-
、司-'

水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
意
義
及
其
表
し
方

前
に
も
越
ベ
た
様
に
、

一
般
け
れ
酸
は
其
水
溶
液
中
比
於
て
は
陰
性
の
酸
イ
才
ン
と
腸
性
の
水
素
イ
オ
ン
と
に
解
離
す

る
物
で
あ
っ
て
酸
性
反
臆
と
か
其
他
凡
て
の
酸
比
共
遁
な
性
質
は
完
く
此
解
離
し
た
水
素
イ
オ
ン
の
作
用
に
よ
る
の
で

あ
る
。
其
故
に
異
の
酸
性
度
は
、
滴
定
法
等
に
よ
っ
て
酸
の
金
量
の
測
定
し
た
所
謂
全
酸
度
叉
は
摘
定
酸
度
で
は
な
く

て
、
解
離
せ
る
水
素
4
オ
シ
濃
度
の
ふ
に
よ
る
ベ

3
害
で
あ
る
。

例
へ
ば

0
・
一
規
定
の
瞳
酸
は
全
酸
の
約
九
一
括
が
解
離
す
る
。
従
っ
て
其
異
の
酸
性
度
は

0
・
一
規
定
で
は
な
く

て

0

・0九
一
規
定
で
あ
る
。
叉
弱
酸
の
解
離
度
は
遁
か
に
之
よ

b
も
少
く
酷
酸
の

0
・
一
規
定
水
搭
液
に
於
て
は
酷
酸

杢
量
の
一
・
三
万
の
み
が
解
離
し
他
は
其
櫨

K
存
在
す
る
。
従
っ
て
異
の
酸
度
即
ち
水
素
イ
才
ン
濃
度
は

0
・0
0
一
三

七規
同 O 定
様倍で
に大あ
瞳1J:'る
基 b
もと其
其Ir'故
水.)、記
溶結 O
液果土
中と-
tc. な ZE
於るヨミ
て。ニ
は器
金融

嵐長
イ

の
オ

酸
Y 
1 度

jRF 
酸 D

水
イ

素
オ

イ
ン

オ
と一
民票
Z 度
t;1I: ，l主
主岡

ZF  
震.0
の一
考規
譜定
をの
下酷
す酸
之の
と其
がの

で
き
る
。
帽
し

τ異
mw
瞳
基
度
は
存
在
す
る
盤
基
の
綿
量
比
よ

b
て
測
定
す
る
.
へ
き
て
は
な
く
解
離
は
よ

b
て
生
じ
た



ホ
嚢
イ
オ

ya度
の
測
定
法
主
其
纏
物
病
寄
研
究
上
の
由
園
周

豆
大

る
水
酸
イ
オ
シ
温
度
に
よ
b
て
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。

例
へ
ば
強
聾
基
本
る
苛
性
曹
達
の

0
・
一
規
定
液
に
於

τは
其
約
八
四
%
が
解
離
し
、
弱
韓
基
な
る
ア
シ
毛
-
一
ア
の
同

一
濃
度
の
水
溶
液
で
は
僅
か
に
一
・
四
%
が
解
離
す
る
ο

其
故
に
異
の
瞳
基
度
は
各

b
0
・0
八
四
規
定
と

0
・
0
0
一

四
規
定
と
に
在
b
、
而
曲
、
之
が
其
爾
液
に
於
け
る
水
酸
イ
オ
ン
の
漫
度
を
表
は
す
物
で
あ
る
。

水
素
イ
オ
シ
の
濃
度
が
高
け
れ
ば
其
酸
性
は
強
く
水
酸
イ
オ
シ
の
浪
度
が
高
け
れ
ば
其
聾
基
性
が
強
い
物
で
あ
る
。

而
し
て
水
素
イ
オ
シ
又
は
水
酸
イ
オ
シ
濃
度
が
減
少
す
れ
ば
す
る
程
其
液
の
酸
度
又
は
瞳
基
度
は
減
少
し
中
性
比
近
づ

く
勅
で
あ
る
。
其
故
に
水
素
イ
オ
Y
E
F
」
水
酸
イ
オ
Y

の
散
の
同
一
な
る
液
は
興
の
中
性
で
あ
る
。

純
粋
の
水
も
亦
厳
密
に
云
ふ
と
僅
か
K
解
離
す
る
勅
ぜ
、
其
結
果
水
素
イ
オ
ン
井
比
水
酸
イ
オ
シ
の
岡
離
を
生
ず
.

る
。
即
ち

国抽
O
特
出

+
+
o
z
i

而
し
て
典
の
中
性
の
股
態
に
あ
る
の
ぜ
あ
る
。
今
イ
オ
シ
の
濃
度
井
に
分
子
の
濃
度
を
括
弧
で
表
は
す
と
、
水
が
水
素

イ
オ
シ
井
に
水
酸
イ
オ
ン
に
解
離
す
る
事
は
質
量
作
用
め
法
則
に
よ
る
と
突
の
様
に
表
は
す
事
が
ぜ
き
る
。

何
回

J
X
A
O同
J
l
q

【
同

)

l

J

出

q
出
判
|
|
l
p

吋

而
し
て
解
離
せ
ま
る
水
の
分
量
(
出
回
。
v
は
解
離
せ
る
水
の
分
量
比
施
し
て
甚
だ
し
く
大
量
ぜ
従
っ
て
是
を
常
敷
と

考
へ
得
る
。
然
れ
ば
上
式
は
次
の
如
く
に
在
る
。



ホ
索
イ
オ
シ
狼
度
の
測
定
法
・
と
其
粧
物
病
害
研
究
上
@
自
国

m

五
・む

ハ
回
一
》

ハ国+一
)
X
(
O
国
J
H問
者

同
o
E円
E
R
r
-
t弓
ト
む
師
、

ω青
g
B
P
或
は
言
。
}
岡
山
内

-u
の
如
主
宰
者
が
各

特
異
在
方
法
て
賞
験
し

τ得
完
結
果
に
よ
れ
ば
約

5
1
E卸
ち

O
、0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
一
て
あ
る
。
即
ち

此
乗
積
阿
君
は
水
の
解
離
恒
教
で
其
値
は

(
国
+
)
×

(
O出

J
L守
g
H
0
・
。
。
円
。
。
。
。
。
童
話
己
規
定
、

で
あ
る
。
中
性
の
水
区
於

τは
(
出
+
)
と
(
。
出
l
〉
の
分
量
が
相
等
し
い
の
で
あ
る
か
ら
突
の
様
に
な
る
。

〈

E
J
H
(。
出
t
v
H
5
L
H
。・。。。虫
E
Q
H

規定。

卸
ち
中
性
の
水
一
立
中
に
は
水
素
イ
オ
ン
井
に
水
酸
イ
オ
ン
が
夫

φ
0
.
0
0
0
0
0
0
一
克
嘗
量
含
有
3
れ
℃
居

る
と
い
ふ
事
が
分
る
。

仰
の
方
程
式
か
ら
水
酸
イ
キ
A

Y
の
濃
度
が
如
何
様
な
際
比
も
此
方
程
式
を
満
足
す
る
に
足
る
水
素
イ
オ
ン
が
存
す
る

事
に
な
b
従
つ

τア
Y
カ
?
性
の
液
に
て
も
其
水
素
イ
オ
y
濃
度
を
考
へ
る
事
が
出
来
る
。
従
つ

τ酸
性
液
或
は
ア

y

カ
9
性
液
の
酸
度
及
瞳
基
度
を
水
素
イ
オ

ν
或
は
水
酸
イ
オ
y
と
直
別
す
る
事
な
く
草
一
の
度
裁
に
よ
り

τ表
は
し
得

る。
其
故
に
普
通
に
呼
ば
る
る
酸
性
盤
基
性
井
に
中
盤
と
い
ふ
事
は
物
理
化
事
的
の
見
方
は
よ
る
時
は
車
代
其
水
素
イ
オ

シ
濃
度
と
い
ふ
按
一
の
度
戴
に
よ

b
τ
表
は
し
得
る
事
と
な
る
。
異
の
中
性
と
い
ふ
鈷
は
水
素
イ
オ
Y
混
度
で
は
撮
氏

二
五
度
に
於
て
略
。

S
l叫
な
・
9
0
此
よ

b
も
水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
大
な
る
物
は
酸
性
ぜ
、
其
の
小
な
る
物
は
聾
基
性
な



五
八

る
事
を
示
す
。
而
し
て
此
方
法
に
よ
れ
ば
、
培
養
基
の
陵
度
若
く
は
山
県
基
度
の
異
の
暖
S
を
知
る
は
好
都
合
で
あ
る
。

水
車
荊
イ
オ

y
濃
度
の
測
定
法
主
其
獄
物
的
判
官
宵
研
究
上
の
廊
用

此
水
素
イ
オ
シ
漫
度
は
更
に

∞か『内ロ師向ロ

氏
の
所
謂
句
国
債
に
よ
っ
て
表
は
す
と
一
一
屠
簡
草
に
な
る
物
で
あ
る
。
此

甲
山
債
と
縛
す
る
の
は
水
素
イ
才
シ
濃
度
の
逆
裁
の
針
数
.
で
あ
っ
て
、
卸
ち
究
の
様
で
あ
る
。
，

E
L
o
m
判
割
引
制
岡
|

其
故
に
掻
氏
二
五
度
に
於
け
る
純
水
の
水
素
イ
オ
シ
浪
度
ハ

H
O
l
J
K
E向
慣
に
よ
〉
て
表
は
せ
ば
、

E
L
c
m
J叶
句

H
5
5
4
8

と
な
る
。
同
様
に

0
・
一
規
定
の
盤
酸
の
水
素
イ
才
ン
濃
度
は
上
述
せ
し
所
の
如
く

0
・
0
九
二
ハ
即
ち
。
・5
×
ち
1
凶
規

定
な
れ
ば
、
之
を
司
国
債
に
よ
っ
て
表
は
せ
ば
、

-

4

0

吋

E
L
a
出札叫引け同日
-ac判
LoEQ--。例。。
L
1
2
7
5品

と
な
る
。
此
等
の
例
代
よ
っ
て
水
素
イ
オ
ン
濃
度
を
巴
向
慣
に
よ

b
て
表
は
す
事
の
意
味
を
略
今
了
解
せ
ら
れ
た
事
と

信
ず
4
0
0

其
故
に
揖
氏
二
五
度
に
於
て
七
・

O
の
句
国
債
を
示
せ
る
液
は
其
の
中
性
で
酸
性
の
溶
液
に
於
て
は
句
国
債
は

七
・
O
ょ
-b
も
低
く
ず

Y
カ

9
性
の
溶
液
て
は
司
国
債
は
七
・
O
ょ
b
弘
高
い
の
で
あ
る
。

--・h、一ー-、-
緩
衝
作
用
〈
回
ロ

P
5
5
v

今
回
以
同
七
在
る
純
水
一
立
中
K
百
分
一
規
定
の
盤
酸
一
括
を
入
れ
る
と
其
句
国
債
五
と
な
る
。
然
る
に
同
様
の
句
国
主



水
車
耐
イ
オ

y
a
楓
成
の
測
定
法
tc
其
航
鞠
務
省
研
究
土
の
出

mm

3i. 
此

る
肉
汁
に
同
量
の
曜
離
を
加
ふ
る
も
、
其
慣
に
は
殆
ん
ど
錨
硬
化
を
輿
へ
な
い
。
斯
様
な
性
質
即
ち
】
ι
出
現
化
に
抵
抗
す

る
力
は
初
め
「
タ
ン
ポ
ン
」
ど
呼
ば
れ
其
後
印
。
『

g
M
g
氏
が
プ

ヅ
フ
ァ
!
と
呼
ぴ
更
に
英
語
に
暢
じ
て
〆
ヅ
ア

A
1

会
Z
Fる
と
呼
ば
れ
廃
〈
一
般
に
遁
用
せ
ら
る
る
事
と
在
っ
た
。
要
す
る
に
バ
ッ
フ
ァ

1
作
用
即
ち
緩
衡
作
用
と
は
或

溶
液
に
酸
又
は
聾
基
を
加
へ
る
時
或
は
水
に
て
稀
稗
す
る
時
其
司
国
債
の
鑓
化
せ
ん
と
す
る
傾
向
に
針
し

τ抵
抗
す
る

力
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
其
緩
衝
作
用
は
溶
液
の
種
類
に
よ
b
合
一
)
其
漉
度
比
よ

b

C
ニ
)
水
素
濃
度
の
範
国
即
も

摘
定
曲
棋
の
位
置
に
よ
b
て
其
強
弱
を
異
K
し
ハ
四
)
又
添
加
す
る
物
の
種
類
に
よ
b
て
品
異
る
物
で
あ
る
。
ハ
滴
定
曲

線
の
事
は
後
に
培
養
基
の
慮
て
申
述
。
へ
る
事
と
す
る
〉
。

，ー‘、
・・岡・.・・圃.

一、、.〆
水
素
4
才
ン
濃
度
の
測
定
法

比
色
測
定
法
の
原
理

指
示
薬
を
或
る
溶
液
比
加
へ
る
と
其
液
の
水
素
イ
オ
シ
濃
度
に
従
っ
て
一
定
の
色
調
k
曇
す
る
。
例
は
メ
チ
M

F

V

ヲ

ド
は
甲
山
六
・

O
以
上
，
て
は
黄
色
て
四
・
回
以
下
ぜ
は
赤
色
を
呈
す
る
が
、
其
聞
の
M
M

出
.
て
は
黄
色
か
ら
禍
色
、
褐
色
か
ら

-τ
，，， 
'
i
 

，，E
、、

赤
也
と
其
A
T

の
司
国
債
に
曙
じ
た
色
調
を
呈
す
る
物
で
あ
る
。

其
故
に
あ
る
溶
液
の
水
素
イ
キ
A

ン
濃
度
を
測
定
す
る
に
は
遁
嘗
の
指
示
薬
を
選
ん
で
供
試
液
に
加
へ
他
方
水
素
イ
オ

シ
護
度
の
既
知
な
忍
(
緩
衝
作
用
の
大
な
る
僅
か
の
事
ぜ
司
岡
山
債
の
鑓
化
の
起
ら
老
い
V

標
革
溶
液
を
多
載
に
調
製
L



水
素
イ
オ

y
a揖
度
の
測
定
法
-t
其
航
品
情
。
明
書
研
究
上
の
癒
用

。

比
色
法
で
水
素
イ
・
ズ
ン
濃
度
を
測
定
す
る
に
嘗
b
用
ゆ
る
液
に
は
二
種
類
あ
る
、

一
つ
は
色
素
標
準
液
で
他
は
標
準

を
き
供
試
液
に
加
へ
た
る
と
同
一
の
指
示
薬
を
加
へ
て
生
ず
る
墨
色
を
供
試
被
の
其
と
比
較
し
同
一
の
色
鯛
を
曇
す
る

液
を
探
出
す
る
の
で
あ
る
。

y
ν

シ
セ
シ
や
グ
ラ

1
ク
等
は
斯
か
る
標
準
緩
衝
液
の
多
数
を
調
製
し
其
句
国
を
電
気
的
に
測
定
し
た
る
結
果
各
種

の
階
級
の
句
国
債
を
有
す
る
液
の
調
製
法
を
案
出
し
て
居
る
。
其
故
に
吾
今
は
此
方
法
に
従
っ
て
各
種
の
司
国
債
を
有
す

る
標
準
液
を
調
製
し
葉
が
直
ち
に
彼
等
の
記
せ
る
句
国
債
を
有
す
る
物
と
見
倣
し
此
を
基
準
と
し
て
水
素
イ
オ
ン
濃
度

測
定
比
供
す
る
の
で
あ
る
。
此
等
の
液
は
凡
て
強
い
緩
衝
作
用
を
有
す
る
液
で
あ
る
か
ら
調
製
も
容
易
で
、
貯
蔵
中
空

気
中
の
茨
酸
克
斯
や
硝
子
か
ら
来
る
ア

Y
カ
ヲ
の
影
響
或
は
少
し
位
の
徴
の
生
へ
忍
位
で
葉
忠
向
債
は
大
な
る
援
化
を

墨
せ
な
い
物
で
あ
る
。

要
す
る
に
比
色
法
に
て
は
第
一
ー
に
遁
嘗
な
指
示
薬
即
ち
吾
々
の
要
求
す
る
宮
闘
の
範
囲
内
で
鋭
敏
に
襲
色
す
る
色
素

を
選
定
し
次
に
此
範
囲
に
て
使
用
せ
ら
る
る
標
準
液
を
調
製
す
る
事
で
あ
る
。

(2) 

標
準
緩
荷
濃
の
種
類
並
に
調
製
法

緩
衝
液
で
あ
る
。
前
者
は
ヂ

ν
プ
ジ

1
、
メ
ダ

9
ァ
、
ミ
A

エ

9
ス
等
の
諸
氏
の
方
法
で
あ
っ
て
簡
単
で
あ

εか
ら
近

頃
贋
〈
普
遁
3
れ
ん
と
す
る
傾
向
が
あ
る
が
誤
差
を
生
じ
易
く
、
今
日
普
遁
に
用
む
ら
る
る
は
後
者
の
方
で
あ
る
。
標

準
緩
衝
液
は
種
々
の
ア
Y
カ
咽
ノ
盟
と
酸
又
は
ア

Y
カ
9
と
の
混
液
で
あ
る
。
此
に
は
最
初
撒
積
の
原
液
右
製
し
浴

S
其



内
よ
b
二
種
を
色
々
の
組
合
せ
ぜ
混
合
.
し
た
液
を
作
b
一
定
の
M
M

国
債
の
物
を
得
る
の
ぜ
あ
る
。

此
標
準
液
を
接
案
し
た
の
は
ヅ
レ
ン
セ
ン
氏
で
あ
b
其
後
色
々
の
人
々
よ
3
9
て
案
出
3
れ
て
居
る
が
現
今
最
も
普
遁

民
使
用
せ
ら
る
は
タ
フ

1
グ
及
び
ラ
プ
ス
氏
法
て
あ
る
。
氏
は
此
を
細
菌
の
研
究
に
蟻
用
す
る
目
的
で
案
出
し
た
の
ぜ

あ
る
。
怠
は
是
か
ら
ク
ラ
!
ク
及
ラ
プ
ス
兵
法
比
就
3
τ
稿
々
精
細
に
申
述
べ
た
い
と
思
ふ
。
e

タ
フ

1
ク
及
ラ
プ
ス
兵
法
の
標
準
液
の
原
液
は
左
の
様
で
あ
る
。

ハ
一
〉
五
分
一
毛

Y
聾
化
加
里
液
。
純
粋
な
る
聾
化
加
里
を
純
水
に
溶
か
し
三
四
同
再
結
せ

L
め
た
る
結
品
を
一
二

O

度
比
て
二
日
間
空
気
乾
燥
せ
し
め
た
る
後
一
四
・
九
一
二
兎
を
水
に
溶
解
し
一
立
と
す
。

五
分
一
毛

Y
酸
性
ア
タ

1
Y
酸
加
里
液
。
市
販
の
純
な
る
酸
性
フ
タ

1
Y
酸
加
里
を
純
水
に
溶
解
し
ニ
l
一一一回

ハ
ニ
〉
爾
結
せ
し
.め
た
る
後
一
一

O
l
一
一
五
度
比
於

τ恒
量
と
な
る
迄
乾
燥
し
、
其
四

0
・
八
二
八
克
を
水
民
溶
か
し
て
一

立
と
す
る
。
然
れ
共
酸
性
フ
タ

1
Y
酸
加
里
の
純
粋
な
る
物
を
得
る
事
は
頗
る
困
難
な
れ
ば
左
の
如
〈
す
る
方
安
全
で

あ
る
。市
販
の
最
純
の
苛
性
加
里
六

O
克
を
水
四

O
O純
比
溶
解
し
之
K
再
昇
華
し
た
る
オ

y
y
フ
タ

1
Y
酸
の
無
水
物
五

O
克
を
加
ふ
。
而
し
て
液
の
一
部
を
冷
却
し

τ
y
エ
ノ

1
Y
ア
タ
V

イ
シ
に
て
検
す
る
に
若
し
ア

Y
カ

9
性
な
ら
ば
向

フ
タ

1
Y
酸
を
加
へ
酸
性
な
れ
ば
向
苛
性
加
里
を
加
ふ
。
斯
〈
の
如
く
し

τ建
に
フ
エ
ノ

1
Y
フ
タ
レ
イ
ン
に
て
略
中

性
を
呈
す
る
に
至
ら
し
め
た
る
後
更
に
前
に
加
へ
た
と
同
量
の
フ
タ

Y
酸
を
加
へ

τ加
熱
溶
解
し
温
か

3
内
に
漉
過
し

*
棄
イ
オ

y
a
m
度
の
濁
定
法
主
英
植
物
昌
明
書
研
究
上
@
廊
用

曹ミ



本
業
イ
オ

y
漫
度
内
測
定
法
と
其
披
物
病
寄
碗
究
上
の
由
帽
用

六

結
品
せ
し
む
。
之
を
集
め

τ純
水
か
ふ
二
同
再
結
し
乾
燥
し
た
る
後
其
四

0
・
ん
二
八
克
を
水
に
溶
か
し
て
一
立
と
す
る

五
分
一
毛

Y
酸
性
燐
酸
加
里
液
。
市
販
の
良
品
を
採
り
純
水
に
溶
解
し
少
く
と
も
三
回
再
結
し
↓
一

O
l
一一

五
度
ぜ
恒
量
を
得
る
ま
で
乾
燥
し
、
其
二
七
・
二
三
二
兎
を
採
b
水
に
溶
解
し

τ
一
立
と
す
る
。

五
分
一
毛
W

硯
酸
、
堕
化
加
里
液
。
硯
酸
を
致
問
蒸
溜
水
か
ら
再
結
し
之
を
楓
紙
聞
に
魅
し
て
水
を
切
b
、
聾

(
三
)

ハ四一
v

化
カ
y
u
y
占

y

ム
の
乾
燥
器
中
に
入
れ
て
室
温
K
放
置
し
恒
量
を
得
る
に
至
ら
し
む
。
醸
化
加
里
の
調
製
は
前
連
の
様
で

あ
る
。
右
の
硯
酸
一
二
・
四

O
四
八
克
と
聾
化
加
里
一
四
・
九
一
二
兎
と
を
水
に
溶
か
し
一
立
と
す
る
。

(

五

)

五
分
一
毛

Y
苛
性
曹
這
液
。
此
液
の
調
製
法
は
最
困
難
で
茨
酸
克
斯
を
絶
鰻
に
含
ま
ぎ
る
様
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
市
販
最
良
の
苛
性
曹
達
一

O
O克
を
採
b
一
O
Oの
水
に
溶
か
し
硬
質
硝
子
製
の
三
角
コ
戸
ペ

y
k
容
れ
錫
箔
ぜ

被
以
一
夜
放
置
す
る
と
不
純
物
左
し
て
存
在
す
る
茨
酸
曹
遣
は
全
部
沈
澱
す
る
b

衣
に
之
を
プ
フ
ナ

1
漏
斗
ハ
ヌ
ッ
チ

z
v
ぜ
遭
遇
す
る
。
之
に
は
先
づ
硬
質
減
紙
を
あ

ττ
、
最
初
温
3
強
苛
性
曹
達
液
ハ
一
野
一

v

f
潟
ほ

L
数
分
後
右

三
角
陣
中
の
苛
性
曹
達
液
で
再
び
浪
ふ
し
後
無
水
ア
戸
コ

1
庁
、
稀
ア

Y

コ
l
y
、
最
後
に
多
量
の
水
ぜ
途
衣
浦
紙
を

洗
糠
し
た
後
吸
引
装
置
を
連
絡
し
て
水
の
大
部
分
を
除
く
。
然
る
後
三
角
慢
の
液
を
ま
づ
璃
紙
の
中
央
部
に
注
ぎ
硝
子

棒
ゼ
油
紙
を
良
く
漏
斗
に
蜜
着
せ
し
め
次
に
吸
引
襲
置
に
連
結
し
て
金
液
を
鴻
過
し
て
透
明
な
る
液
を
得
る
。
此
得
た

る
苛
性
曹
達
液
比
概
略
の
計
算
比
て
・一
規
定
苛
性
曹
達
液
よ
b
稿
濃
厚
な
る
溶
液
を
得
る
ま
ぜ
水
を
加
へ

τ稀
稗
す
。

此
稀
稗
液
よ
b
一
O
耗
を
取
b
既
知
護
度
の
酸
液
に
て
滴
定
し
て
其
結
果
i
b五
分
一
毛
-Y
液
を
得
る
。
此
際
主
る
ベ



〈
空
気
比
曝
露
せ
ま
る
様
に
注
意
し
内
壁
に
バ
ラ
ア
ヰ
ン
を
厚
く
塗
れ
る
組
問
に
入
れ
五

O
持
の
劃
度
ピ
ク
レ
サ
ト
と
曹

連
石
友
の
カ

1
V管
を
附
し
た
る
栓
を
し
て
貯
蔵
す
る
え
圃
奉
照
》

企
ハ
)
五
分
一
毛

Y
聾
酸
液
。
市
販
最
良
の
濃
聾
酸
液
を
二

O
%に
稀

緯
し
て
蒸
溜
し
溜
液
を
取
ち
て
約
五
分
一
モ

Y
K
稀
稗
し
既
製
苛
性
曹

(

一

)

噂
化
加
里
噂
酸
混
液

l¥{ 

5 
照
イヒ
官官
製

液

同五:
0 
路

M
M

』
同
一
、
二
一
、
四

伊]

同

一
、
大

同

同

同

一
、
八

同

悶

l司

同

同

一一.作
ν

同

-一、-一

問

同

同

(一一一
v

フ
タ

1
Y
酸
、
盤
酸
混
液
。

建
液
で
滴
定
す
る
か
或
は
盤
化
銀
法
で
濃
度
を
定
め
る
。

右
の
標
準
液
は
左
記
の
割
合
比
混
合
し
宮
山
債
0
・
二
の
差
を
有
す
る

各
種
盟
問
の
標
準
緩
衝
混
液
を
得
て
比
色
に
使
用
す
る
。

M

5
血
膿
酸

一一二四大
大 O 六六一四
七大大 三 fi 五
併問問問問'路

0金水
路量に
とを稀
すニ稗
0 し

同同同同同

水
家
イ
4

4

y

波
度
の
測
定
法
と
共
縞
物
病
官
官
研
究
上
の
腹
朋

大



水
素
イ
オ
シ
浪
度
。
測
定
法
と
其
織
物
病
害
訴
究
上
の
膿
用

同
V

同
-
一
二
一
-一、四
二
、
六
二
、
入
三、

o
-一一‘一一
三
、
四
三
・
六
一-一、八

問問問問問問問問
回
V

同
問
、
O

同
四
二
一

同
四
.
困

問
問
‘
穴

間
関
.
八

同
五
、
。

同
五
・
ニ

同
五
、
四

M

五
、
大

問
玉
、
八

阿
大
・

0

同
大
二
一

M
一
品
酸
性
フ
タ
ル
融
問
加
盟

問問問問問問問問

玄
関問問問問問問問。

施

M

一5由
軍
隊

問問問問問問問問

，問、

一一一、J
Y
H
F
I
M
F
酸
盤
、
苛
性
曹
達
混
液
。

M 
問問問同悶悶悶悶悶悶悶6"

酸
性
フ
タ

ル

酸
加
盟

玄

問問問問悶問問問問問問。
掲

(
四
〉

燐
酸
聾
、
苛
性
曹
達
混
液
。

M

一6薗同
性
市
商
抽
竃

問問問問問問問問問問伺

、

- ~ -三三四
二五九四 O 六二九六

穴九九七三四九六七
二七 00二一五 00
;司悶悶問問問問岡崎

O~ 水
路量に
とを稀
すニ稗。し

。
、
四
O
岨ヨ

=一、七

O
岡
-

七
、
五

O
同一

一
二
、
一
玄
関
一

二u
、七

O
同
一
水
に
稀
輯
押
し

こ
一
一
一
.
入
五
周
-一
金
量
を
ニ

O

ニ
丸
、
九
五
同
一

一
一
豆
、
四
五
同
一

O
耗
と
す

三
九
・
入
玉
岡

四一一一、

O
O開

四
五
、
四
五
阿

四
七
、

o
o
m

大
岡
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0

・
H

七
.
ニ

H
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H

七
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六

H

七
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八
-

H
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0
ハ
五
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M
M
同
セ
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八

-
H
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O

H

入
‘
ニ

H
λ
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四

H

八
、
六

H

入
、
入

H

九、

o

n

九
、
ニ

H

九
、
四

H

九
、
六

H
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、
八

H
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M
一5
俊
佳
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加
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硯
酸
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塩
化
加
里
、
苛
性
曹
達
液
。

廷
す

棚
虚
血
量
化
加
星
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水
素
イ
オ
シ
謙
虚
ゆ
測
定
位
悼
と
其
鉱
物
血
鋼
管
研
究
上
の
歯
周
期

一一一、七一一緒

五
、
七

O
肉

入
、
六

O
同

一
ニ
、
大

O
同

一
七
、
八

O
同

二
一
-
一
、
六
五
間

二
九
.
穴
一
一
一
間

一一一五

.
0
0問

一一で丸、五

O
同

四
一
て
ん

O
間

四
五
、
二

O
開

四
六
‘
八

C
m

二
、
六
二
錫

=
一
、
九
七
閃

五
、
九

O
岡

八
、
五

O
同

一
ニ
・

0
0同

二
ハ
、
=
一

O
間

二
一
、
=
一

O
同

二
六
、
七

O
同

一一一ニ・

0
0岡

三
六
、
へ
定
問

四
O
、八

O
間

四
=
一
、
九
五
鴎

水
に
稀
樟
し

金
量
を
ニ

O

O
路
と
す

水
に
稀
蒋
し

「
金
量
を
二

O

O
括
と
す

犬
百
品



ホ
-mイ
オ

y
a圃
鹿
の
測
定
法
と
其
積
物
病
宙
育
研
究
上
の
・
周

武
夫

右
混
液
は
其
賓
駿
に
必
要
な
部
分
丈
を
夫
ι
ザ二

O
O姥
宛
作
っ
て
鰻
代
入
れ
て
保
存
す
る
。
此
混
合
物
は
一
旦
出
来

先
物
を
電
気
的
に
測
定
し
て
補
正
す
れ
ば
精
確
在
甲
州
債
が
得
ら
れ
る
。
及
長
く
保
存
使
用
し
て
居
る
聞
に
は
除
b
k

幽
硬
化
す
る
か
ら
時
々
検
定
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
が
若
し
斯
か
る
操
作
の
出
来
な
い
時
は
此
標
準
液
の
調
製
と
保
存

と
に
は
最
も
細
密
な
注
意
を
梯
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
出
来
売
混
被
は
同
一
回
忌
債
の
慮
を
比
較
し
(
例
ば
フ
タ

1
Y
酸
聾

の
五
・
八
と
六
@
二
を
燐
酸
聾
の
五
・
八
と
六
・
二
に
)
二
液
共
K
同
一
色
調
を
曇
す
ろ
か
否
か
を
試
験
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

右
の
様
K
調
製
し
て
出
来
上
っ
た
混
液
も
其
保
存
中
に
理
化
す
る
が
殊
に
燐
酸
聾
苛
性
曹
達
液
の
如
き
は
徹
が
生
へ

易
〈
、
母
め
に
反
懸
の
組
理
化
す
る
事
が
あ
る
か
ら
之
に
は
甘
宗
の
小
量
を
添
加
し
て
徽
の
就
寝
生
を
防
止
す
忍
。
又
電
気

的
測
定
を
し
イ
』
か
ら
な
ら
ば
ト

Y
方

I
M
F
又
は
ク
ロ
ロ
ホ

y
h
の
小
量
を
添
加
し
て
も
同
一
の
目
的
を
遣
す
る
事
が
出

来
る
。右原

被
の
調
製
に
使
用
す
る
水
は
何
れ
も
蒸
溜
水
を
再
溜
し
た
再
溜
水
を
使
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

グ
ラ
!
ク
及
ラ
プ
ス
氏
法
標
準
緩
衝
液
原
液
の
調
製
筒
法
。

上
越
し
た
慮
は
ク
ラ

1
ク
友
-
フ
プ
ス
雨
氏
の
示
さ
れ
た
る
標
準
緩
衝
液
の
製
法
で
精
密
を
要
す
る
貨
験
に
は
勿
論
最

善
の
注
意
を
以
て
右
の
様
に
調
製
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
而
も
其
得
た
る
液
は
更
に
電
気
的
に
測
定
し
た
結
果

と
比
較
補
正
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
あ
。
然
し
純
化
皐
煮
て
な
い
吾
々
が
極
く
大
悼
の
鹿
の
測
定
に
使
用
す
る
に
は

之
よ
b
も
温
か
に
簡
単
志
方
訟
で
創
製
し
た
物
で
も
可
主
b
の
制
何
度
K
役
立
つ
物
で
あ
b
、
更
に
之
を
電
気
的
に
測
定



し
て
結
果
を
更
正
す
れ
ば
可
な
ち
の
慮
ま
で
は
安
心
し
て
使
用
し
得
る
物
咽
て
あ
る
。
怠
が
究
の
様
な
方
法
で
調
製
し
た

物
と
タ
ラ

1
ク
氏
の
慮
方
遁
b
k造
っ
た
物
と
を
比
較
し
或
は
電
気
的
測
定
の
結
果
と
比
較
し
て
見
る
と
、
其
結
果
右

一
或
は
其
以
下
の
差
が
出
る
丈
で
あ
る
様
で
あ
る
。

雨
法
に
よ
る
時
国
債
は
略
O
、

此
際
使
用
し
た
薬
品
は
凡
て
最
純
の
物
で
私
は
濁
逸
メ
Y
ク
の
製
品
を
使
用
し
水
は
再
溜
し
た
物
を
一
度
煮
沸
し

τ

使
用
し
た
。

(

-

)

 

M
一b
苛
性
曹
達
破
。
純
粋
の
苛
性
曹
達
一

O
O克
を
一

O
O拓
の
純
水
に
溶
解
し
硬
質
ダ
ラ
ス
の
容
器
代
容
れ

栓
を
な
し
一
夜
放
置
し
農
酸
曹
遣
を
分
離
沈
澱
せ
し
む
る
。
其
上
擢
液
を
ピ
ペ
ッ
ト
で
吸
取
b
空
気
中
の
表
酸
克
斯
の

混
入
せ
ね
様
手
早
く
稀
縛
し
略

Mτ
液
よ

b
も
少
し
く
濃
い
位
と
す
る
。
出
来
た
液
は
内
面
に
バ
ラ
フ
ヰ
ン
を
塗
b
た

る
柑
子
憾
に
曹
達
石
友
管
を
装
置
し
て
貯
へ
る
。
後
M
一
ら
酸
性
フ
タ

l
y
酸
加
里
液
で
又
は
普
通
の
方
法
で
摘
定
し
其

何
畢
h
y
液
に
な
っ
て
居
る
か
を
正
確
に
決
定
す
る
。
而
し
て
之
に
何
程
の
水
を
加
ふ
れ
ば
M

一6液
に
な
る
か
を
軒
算
し

ホ
阜
商
イ
オ

y
a
R度
@
測
定
法
主
裳
厳
物
醐

m'研究
土
。

.m

穴
・匂

お
き
使
用
に
蛍
b
て
加
へ
る
。

ハ一一
v

M
一5
酸
性
y
タ
Y
酸
加
里
液
。
播
氏
一
一

ο
1
4
二
五
度
で
乾
燥
し
た
最
純
の
物
四

0
・
八
二
八
克
を
秤
量

し
水
に
溶
解
し
容
量
フ
ラ
ス
コ
中
に
て
金
量
を
一
立
と
才
。

ハ
三
)

M
一5
酸
性
燐
酸
加
里
液
。
同
じ
く
一
一

O
l
l
一
一
五
度
で
乾
燥
し
た
純
粋
の
物
二
七
三
ご
一
三
克
を
水
に
溶

解
し
金
量
を
一
立
と
す
。



水
素
イ
オ

y
a属
鹿
の
測
定
法
主
其
織
物
病
書
研
究
上
の
鳳
周

占

A
A

ハ
四
〉
J

M
吉
盤
化
加
里
液
。

一ニ

O
度
ゼ
二
日
間
乾
燥
し
た
る
純
停
の
物
一
四
・
九
一
二
兎
を
水
K
溶
解
し
金
量
を
一

立
と
す
。

(
五
〉

M
7
0
硯
酸
、
聾
化
加
里
波
。
五

O
度
以
下
で
集
乾
L
デ
シ
ケ

1
タ
ー
で
乾
燥
b
た
る
棚
酸
一
二
・
四

O
五
克
と
、

上
の
如
く
乾
燥
せ
し
蝿
化
加
里
一
四
・
九
一
二
兎
ー
と
を
秤
量
し
水
に
溶
解
し
金
量
を
一
立
と
す
。

ハ
ム
ハ
〉

M
一5
聾
酸
。
純
粋
の
物
を
買
ひ
入
れ
趨
嘗
に
稀
薄
し
、
標
準
の
苛
性
曹
達
液
で
滴
定
し
正
確
に
M
τ

の
液
を
調

製
す
る
。

斯
援
に
し
て
調
製
し
た
原
液
を
前
記
の
方
法
で
混
合
し
使
用
す
る
。
ハ
六
三
頁
会
照
)

(3) 

指
示
藁
の
種
類
並
に
調
製
造
。

水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
測
定
用
比
使
用
せ
ら
る
、
指
示
薬
は
種
冷
あ
る
が
、
現
今
最
屯
庚
く
使
用
せ
ら
る
、
物
は
米
岡

の
ク
ラ

1
ク
及
フ
プ
ス
雨
氏
の
撰
定
し
た
物
で
、
其
指
示
薬
の
種
類
、
使
用
し
得
ベ

S

E向
の
範
囲
、
並
に
其
色
の
聾

化
を
掲
ヤ
れ
ば
次
の
様
.
て
あ
る
。

指
示
薬
の
種
類

使
用
し
得
ベ

3

2闘
の
範
囲

色
の
姥
化

チ
モ

1
Y
プ
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吋
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自
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四
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四
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o

プ
ロ

1
ム

フ
エ
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1
Y
プ

9
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切
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。
呂
町
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内
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o
-
ω
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c
m一
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ニ
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八

l
l四
、
六
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1
Y
グ
リ
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ク
ν
ゾ

I
M
F
-
M
1
プ

MFハ
回
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0
5
0
2
0
-
2国
立
与
五
、
ニ

l
l六
、
八

2
8
2
4
7
3
0
-
E
S
六、

0
1
12七
、
六

糞

i
l青

プ
ロ

1
h

フ
エ
ノ

1
Y
ν
ツ
ド
ハ
H
M
F
m
ロ
O
】
同
町
仏
一
〉

首
1
r
h
禦

六
、
八

1lr八
、
四

黄

l
t赤

ク

ν
け

J
1
Y
ν
ヅ

V
(
口
町

g。
-
河
内
門
戸
一〉

七
、
二
l
i
λ
、八

貰

4
i赤

貰

t
l背

チ
吃

1
Y
プ
タ
ユ

(
吋

v
w
g
o日
出

-zo)

八、

0
1
1丸
、六

八
、
二

!
l九
、
入

無
色
l
亦

ク
V

ソ

1
Y
y
h
p
ν
イ
ン

(
n
o白色

EM岳
山

-hZ〉

ク
ラ

1
ク
及
品
ア
プ
ス
及
雨
氏
の
式
に
よ
る
指
示
擦
の
種
類
は
右
の
様
で
あ
る
が
、
更
に
之
が
調
製
の
方
法
を
述
べ
る

右
指
示
薬
は
米
聞
に
は
一
・

O
分
一
克
宛
の
樋
入
の
物
あ
b
一
種
二
五
仙
に
て
販
寅
し

τ居
る
、
是
か
ら
簡
単
に
作
る
に

は
是
の
一

O
分
一
克
入
織
の
内
取
材
を
小
形
の
三
角
コ
ダ
シ
ペ
を
其
他
の
界
器
に
移
℃

τ、
之
に
業
種
類
に
相
照
せ
る
左

詑
介
量
の
出
明
性
曹
建
の
こ

O
分
一
規
定
液
を
加
へ
て
粉
末
の
潤
ふ
ま
ぜ
振
盤
し
な
が
ら
温
め
、
次
で
遁
嘗
の
水
を
加
へ

て
金
量
を
二
五
時
と
す
。
斯
く
し
て
調
製
し
た
る
液
は

0
・
四
%
に
常
b
、
之
セ
原
液
と
し
、
使
用
に
嘗
り
て
真
に
一

屠
稀
薄
し
0
・
0
ニ
ガ
又
は

0
・
0
0四
ガ
と
す
今
指
示
薬
を
調
製
す
る
比
常

6
τ
添
加
す
べ
き
こ

O
介
一
規
定
苛
性
曹

d
司

V
一
司
自
己
切
戸
円
程

指
示
薬
一
つ
分
一

-
A
に
針
し
て
添
加
す

べ
曹
ニ

O
分
}
規
定
脊
特
曹
遠
の
量

四
、
=
一
路

遼
液
の
分
量
並
比
比
色
に
営
b
て
使
用
す
ベ

5
指
示
誌
の
濃
度
を
示
せ
ば
次
の
様
で
あ
る
。

使
用
す
4

-
漢
民

0

・0
関
w
m

ホ
串
廟
イ
オ

V
続
出
見
の
測
定
法
主
美
輪
刷
物
内
側
面
骨
研
究
土
の
慮
用

穴

*' 



水
素
イ
才

y
浪
曲
民
の
測
定
訟
と
其
積
物
自
明
信
育
研
究
上
の
雌

m

"" G 

ヨ一、
O
同

七
、
四
同

一一一、七間

一一一・二同

五
、
七
悶

豆
、
三
問

問
、
=
一
同

0
1
0四
阿

0

・0
ニ
問

。らQ
凶
向

。、O凶
同

0
.
0
ニ
向
。、O二
関

0
・
。
四
阿

p
o
E
嗣

M
r
B
G
H
E
E
e

M
同

gru『
H
H
H
E

国
時
O

目
。
耳
目
O
H
H
Vロ
吋
唱
】
@

回

2
5
4司
V
M『
自
己
切
】
E
O

M
M
F
o
g
-

尉
色

c
s
c
H
同

H
E

dpu司自
O
M
切
目
白
@

今
チ

?
l
y

ア
q
J
?
の
例
に
就
主
て
指
示
襲
的
調
製
法
を
再
読
す
る
と
、
其
の
一

O
分
一
瓦
λ
織
の
内
容
営
趨
首

の
容
器
に
移
し
之
に
右
表
に
掲
げ
た
る
様
に
四
・
一
ニ
耗
の
二

O
分
の
一
規
定
の
苛
性
曹
達
液
を
添
加
し
其
潤
ふ
ま
で
振

重
し
な
が
ら
温
め
其
後
之
k
趨
蛍
の
水
を
加
へ
で
金
量
を
二
五
施
止
な
し

0
・
四
%
の
液
を
製
し
之
を
原
液
と
す
。
使

用
に
際
し

τは
之
を
稀
稗
し

0
・
0
四
が
と
す
。

而
し
て
此
等
指
示
薬
の
約
五
滴
宛
を
可
按
液
一

O
耗
中
に
滴
加
す
る

が
普
通
で
あ
る
が
、
任
意
幾
耗
を
用
ひ
て
も
よ
い
。

又
メ
チ

Y

ν
ツ
ド
は
一

O
分
一
克
を
三
O
O耗
の
ア

Y
コ
1
Y
に
溶
解

ι之
を
ホ
を
以
て
五

O
O姥
に
稀
縛
し

τ

使
用
す
る
方
便
剰
で
あ
る
。

h
y
ν

ツ
1
~
y

ア
タ

ν
1
ン
は
九
五
%
ア

Y
2
1
y
.て
μ解
し

0

・0二
%
液
を
作
b
τ

使
用
す
る
。

(4) 

比
色
測
定
の
方
迭

血
色
測
定
に
嘗
b
て
要
す
る
用
具
類
は
上
記
の
標
準
液
を
容
る
、
硬
質
柑
子
瓶
、
と
指
示
薬
を
容
る
、
浦
惜
の
外
に
は



次
の
様
な
物
が
あ
T
Q
O

止
色
用
の
試
験
管
。
普
通
の
硬
質
試
験
管
に
℃
宜
政
い
が
試
験
管
の
色
、
管
壁
の
厚
誌
、
直
径
の
均
一
な
る
物
を
選
L
P

事
が
必
要
で
あ
る
。
可
検
液
が
多
量
に
緯
ら
れ
な
い
様
な
場
合
は
細
い
試
験
管
を
使
用
す
る
と
よ
い
。

動
脈
官
制
。
普
遁
の
試
験
墓
て
も
よ
い
が
試
験
管
を
底
面
に
劃
し
て
六

O
度
の
角
度
比
て
後
に
傾
mm
せ
し
め
て
支
持
し

得
る
様
に
作
b
且
試
験
管
の
背
面
に
白
紙
片
を
蔓
K
張
b
付
け
前
面
か
ら
色
彩
を
見
る
時
捜
撲
を
明
瞭
な
し
む
る
様
に

し
た
物
が
よ
い
。

賓
験
す
る
に
営
り
て
若
し
最
初
よ

b
供
試
液
の
居
間
の
大
約
の
範
園
も
不
明
な
る
物
に
は
先
づ
9
ト
守
ス
試
験
紙
を

以
壬
其
反
膳
を
検
し
其
酸
性
、
中
性
又
は
ア
Y
カ
qJ
性
な
る
か
を
検
査
し
て
反
鷹
を
環
想
し
之
に
遁
す
る
指
示
薬
を
添

加
し
'
抑
何
な
る
色
棄
を
使
用
す
べ
き
か
を
決
定
す
る
。
然
る
時
は
指
示
薬
の
使
用
範
閏
よ
b
、
其
際
使
用
す
ベ

S
標
準

る
と
五
鈍
宛
と
b
て
之
に
三
耗
宛
の
指
示
薬
を
加
へ
℃
も
よ
い
。
私
は
主
と
し

τ斯
様
に
し
て
貸
験
し
て
来
た
。
而
し

混
液
の
種
類
が
定
ま
る
。

衣
に
此
標
準
混
液
レι
一
O
耗
宛
試
験
管
に
λ
れ
、
来
一
方
供
試
液
を
一

O
耗
宛
他
の
試
験
管
に
採
'
9
之
等
を
試
験
管

蔓
上
に
乗
せ
各
管
に
一
定
滴
戴
の
指
示
薬
を
加
へ
る
。
通
常
五
滴
で
充
分
で
あ
る
。
余
b
太
〈
な
い
試
験
管
を
使
用
す

-m棄イ
オ

ya度
。
測
定
h
a
a其
鎗
物
直
明
書
留
聞
史
上

e
s
m

.. 

.... ・

て
供
試
液
の
色
調
と
同
一
な
る
色
調
を
曇
せ
る
混
液
を
見
出
す
時
は
、
前
代
掃
け
た
る
表
に
よ
b
て
直
ち
け
い
司
出
を
求

め
る
事
が
出
来
る
。



ホ
事
イ
オ

-
由
民
の
淘
定
農
&
其
鉱
物
備
容
田
町
究
土
の
庖
周

七一】

着
色
又
は
混
濁
し
た
溶
液
の
甲
山
債
を
測
定
す
る
場
合
に
は
比
色
箱
を
使
用
す
る
。
比
色
箱
は
聞
に
示
し
た
様
な
物

に
し
冗
物
で
あ
る
。

で
普
通
は
六
本
の
試
験
管
を
抑
入
寸
石
事
が
出
来
る
様
に
な
っ
て
居
丈
其
を
側
面
か

ら
小
孔
を
遁
し
て
視
く
・
事
の
出
来
る
木
製
の
箱
で
あ
る
。
此
比
色
箱
b
L
使
っ
て
攻
の

様
に
供
試
液
の
み
L
T
・
容
れ
た
試
験
管
と
、
標
準
液
及
指
示
薬
を
容
れ
た
管
と
を
重
ね

て
之
を
遁
し
℃
来
完
売
線
と
、
供
試
液
に
指
示
薬
を
加
へ
た
試
験
管
と
水
の
み
の
試

験
管
と
を
遁
し
て
来
た
先
線
と
を
比
色
し

τ見
て
其
南
方
が
同
一
色
調
を
呈
す
る
様

K
な
る
ま
で
標
準
液
及
指
示
薬
の
試
験
管
を
取
換
へ
て
雨
方
の
色
調
を
比
較
す
る
の

ぜ
あ
石
。

比
色
箱
は
六
本
の
試
験
管
が
入
'る
様
に
な
っ

τ

居
る
か
ら
賢
際
は
は
供
試
液
及
指
示
薬
の
管
の
雨

側
比
夏

K

E向
債
の
異
る
標
準
液
に
指
示
薬
を
加

へ
た
管
L
Z
捕
入
し
雨
々
比
較
す
る
事
の
出
来
る
様

叉
寒
天
培
養
基
の
様
な
物
は
衣
比
一
示
す
様
に
水
で
稀
帯
す
る
方
法
で
液
肢
と
し
℃
測
定
す
る
が
又
此
方
法
で
も
測
定

す
る
。
卸
ち
溶
融
し
て
居
る
問
に
指
示
薬
を
入
れ
て
よ
く
混
合
し
た
る
後
に
自
然
に
固
ら
し
一
方
に
は
標
準
液
と
寒
天



と
を
重
ね
℃
突
の
様
な
風
に
比
較
す
る
。

孔唱市

ア
ラ
ク
シ
氏
等
は
此
方
法
令
長
奨
し

τ居
る
。

け
れ
ど
語
、
在
の
賞
験
し
内
慮
で
は
無
色
の
寒
天
培

8 

養
基
攻
ら
ば
此
方
法
ゼ
可
な

b
に
測
定
、
て
・

5
る
が

着
色
し
て
居
る
揚
合
に
は
遁
過

Lτ
来
た
光
が
暗

色
す
ぎ
て
其
色
調
が
判
然
せ
ず
誤
差
を
生
じ
易
い

か
ら
・
余
。
都
合
よ
〈
は
な
い
。

又
供
試
液
の
着
色
せ
る
場
合
に
は
標
準
液
を
各
色
の
色
素
ぜ
着
色
し
供
試
液
と
同
じ
着
色
を
基
せ
し
め
て
か
ら
指
示

襲
を
加
ヘ
パ
る
方
法
も
あ
b
、
混
濁
し
て
居
る
場
合
に
も
標
準
液
に
硫
酸
〆
9占
y
a
の
沈
澱
を
加
ふ
る
事
が
あ
る
。
け
れ

Y
」
も
此
方
法
も
余
b
便
利
で
な
い
。

供
試
液
が
着
色
又
は
混
濁
せ
る
場
合
は
及
液
を
水
で
稀
割
押
し
て
測
定
す
る
。
又
寒
天
の
如

3
周
b
て
居
る
物
の
司
出
を

測
る
場
合
に
も
其
溶
融
し
て
居
る
聞
は
温
水
を
加
ヘ
ハ
普
通
五
耗
の
寒
天
民
二

O
耗
〉
液
献
と
し
て
検
査
す
る
、

緩
衝
作
用
の
強
い
物
で
は
稀
稗
に
よ
b
て
司
出
債
の
襲
ず
る
事
は
極
〈
僅
か
で
あ
る
。
酸
の
漉
液
の
水
素
イ
オ
シ
濃
度
は

一
般
に

全
酸
の
濃
度
の
平
方
根
に
比
例
し
従
っ
て
稀
稗
に
よ
る
句
国
債
の
品
質
化
は
非
常
K
少
く
在
る
。
此
に
其
種
類
が
混
ず
る
場

舎
に
は
其
水
素
イ
オ
ン
濃
度
は
只
酸
と
趨
と
の
混
合
割
合
女
で
定
ま
る
。
然
る
に
全
館
を
稀
薄
し
て
も
雨
者
の
比
は
一

水
車
舟
イ
オ
シ
岨
限
度
め
測
定
法

ac
其
紘
物
病
答
研
究
上
の
富
田
用

セ



水
素
イ
オ

y
a属
鹿
山
測
定
法
企
業
椋
物
内
明
書
併
究
土
の

m
m

七
四

定
‘
で
あ
る
か
ら
従
っ
て
其
水
素
イ
オ
シ
護
度
に
ば
杢
:
影
響
か
な
い
。
吾
h
T

が
普
通
に
取
扱
ふ
液
は
右
雨
者
の
問
と
見

-
る
ベ
芦
物
で
従
っ
て
其
蝿
硬
化
も
其
範
囲
内
に
あ
り
と
見
て
よ
い
。
ッ

ν
シ
セ
シ
氏
の
試
み
た
る
稀
稗
と
国
嗣
と
の
閥
係
は

品
曲
度
戸
モ
ル
立
車
位
V

M
V同
ハ
グ
9
2
2
1
ι
F
U

阿
川
出
ハ
ヂ
ス
パ
ラ
ギ

vv

一
一
、
九
五
回

-
一
、
九
七
三

一一一二一

0

2
・
五
二
一

閥
、
一
六
大

。
、
一o、c-

o、0
0

一

0
・0
0
0

六、

O
八
九

六、
O
九
六

六
・
一
五
五

六
、
四
一
三

六
、
七
人
ニ

向
忍
の
賓
験
の
結
果
に
よ
る
Y
C
稲
煎
汁
の
如
主
は
緩
衝
作
用
が
司
な
b
k
強
く
て
、
之
を
稀
稗
し
て
も
其
司
国
債
の
費

化
は
大
志
ち
ま
る
物
で
あ
る
事
が
解
る
。
即
ち
普
通
私
共
の
稲
藁
煎
汁
を
製
す
る
よ

b
も
殆
ん
ど
倍
の
濃
浅
の
物
を
作

ら
ん
と
欲
し
ニ

O
O克
の
細
砕
せ
る
稲
護
に
蒸
溜
水
約
一
五

O
O鈍
を
加
へ
て
煮
沸
し
得
た
る
温
液
の
量
を
一
。
。
。

姥
と
し
た
ハ
普
通
は
水
を
加

へ
℃
ニ

0
0
0踏
と
す
る
の
で
あ
る
が
)
之
を
普
通
の
如
く
三
角
コ

Y
ペ
ン
に
分
配
し
殺

菌
せ
る
後
是
を
原
液
と
し
其
の
原
液
の
二
五
耗
を
取

bτ
其
水
素
イ
A

A

Y

浪
度
を
ヒ
七
ア
プ
ラ
ン

V
氏
電
極
法
比
て
測

定
し
然
る
後
之

K
更
に
二
五
耗
の
純
水
を
添
加
し
再
び
葉
国
間
宮
測
定
し
、
又
更
に
二
五
姥
の
純
水
を
添
加
し

τ其
田
岡

債
を
測
定
し
た
。
斯
様
に
し
て
撤
回
之
を
繰
b
返
し
稲
煎
汁
原
液
、
二
倍
稀
樟
波
、
三
倍
穂
緯
液
等
と
し
た
。
其
稀
縛

主
早
聞
の
聾
化
と
の
聞
係
は
衣
表
の
如
く
で
あ
る
。



品

帽

岨

何

度

初
汁
原
液

一
一
倍
稀
穆
波

三

倍

悶

四
位
旧
同

五

倍

岡

大

俗

肉

五万.五五五五?司

五四回二一 O~
二七 O 七三一四

周回
V

債
の
差

0
.
一
二

O
二
問

。
、
一
一
一
一

O
、O
七

O
、。五

郎
ち
稲
煎
汁
に
於
て
も
稀
轄
に
よ
る
甲
山
債
の
麓
化
は
左
程
大
3
な
物
て
な
い
事
が
分
る
。

指
示
薬
に
二
色
性
の
あ
る
物
例
凧
ば
プ
ロ

1

今
エ
ノ
1
Y
4
y
p
ユ
は
洩
層
を
通
じ

τ見
る
時
は
青
色
で
あ
る
が
深

層
を
遁
過
せ
る
光
は
亦
色
で
あ
る
。
右
の
様
な
指
示
薬
て
混
濁
の
あ
る
物
例
は
培
養
基
の
如
き
物
の
司
Z
を
測
定
し
た

場
合
K
も
測
定
の
結
果
が
精
確
を
期
す
る
事
が
出
来
な
い
か
ら
光
源
か
ら
来
る
光
の
内
赤
色
か
青
色
の
何
れ
か
一
方
を

除
去
し
た
所
謂
ス
グ
リ

1
シ
を
過
し
た
光
で
検
査
す
る
。
此
に
は
一
尺
四
方
奥
行
五
寸
位
の
木
箱
比
三

O
燭
光
の
電
球

三
個
を
取
付
け
錫
件
の
反
射
鏡
を
つ
け
る
。
次
代
竿
遜
紙
に

0
・
六
%
の
H

J

S

ノ

1
Y
ν
ツ

V
五
耗
と

1
一5

毛

Y
燐

酸
ニ
加
里
五
耗
左
の
混
合
液
を
盤
台
潟
っ
て
居
る
内
に
箱
の
聞
い
た
面
に
張
b
つ
け
る
。
此
紙
を
遁
過
せ
る
光
は
青
色

が
吸
牧
せ
ら
れ

τ殆
ん
ど
赤
色
の
み
の
光
で
あ
る
か
ら
之
を
以
て
暗
室
叉
は
篤
異
用
黒
布
内
ぜ
比
色
す
る

，

又
可
検
液
中
に
蛋
白
質
、
蛋
白
質
類
似
物
及
は
之
等
の
分
解
物
を
有
す
る
時
は
、
之
等
を
完
〈
含
ま
ぎ
る
液
は
比
し

τ同
一
水
素
イ
オ
ン
濃
度
に

τも
異
な
る
墨
色
を
示
す
事
が
あ
る
。
此
誤
差
を
蛋
白
誤
差
と
い
ふ
。
叉
同
一
水
素
4
方

水
素
4
ォ
v
a臥
皮
肉
測
定
法
主
英
積
物
病
谷
間
前
依
ょ
の
願
期

-t: 
草

• 



水
素
イ
オ

y
a慨
皮
の
測
定
法
止
其
縫
物
由
明
書
研
究
主
の
廊
用

シ
濃
度
を
有
す
る
溶
液
も
其
瞳
類
含
量
を
異
に
す
る
時
は
同
一
指
示
薬
に
封
し
て
色
の
浪
度
を
異
に
守
る
乙
と
が
あ

る
。
斯
か
る
醜
類
に
よ
る
誤
差
を
盟
類
誤
差
と
い
ふ
。
此
等
の
誤
差
は
共
に
飴

b
に
大
き
く
は
-
な
い
。

-i: 
・.. ，、

伊)

水
素
イ
オ
ン
漣
度
の
電
集
的
測
定
法
の
概
略

金
属
の
棒
が
其
金
属
の
イ
オ
シ
を
含
有
す
5
溶
液
に
接
す
る
場
合
に
は
其
金
属
の
一
部
分
は
溶
解
し
て
イ
オ
ン
化
せ

ん
と
す
る
傾
向
即
ち
溶
解
座
守
生
じ
之
と
同
時
に
溶
液
中
の
金
属
イ
オ
ジ
は
其
穆
透
歴
に
よ

b
て
電
試
性
を
失
日
金
踊

化
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
其
雨
傾
向
は
平
衡
肱
態
に
て
-
止
ま
る
。
其
結
果
金
属
が
一
部
分
イ
オ
シ
化
し
た
時
は
棒
は

陰
電
性
を
帯
び
イ
オ
シ
が
一
部
金
属
化
し
た
時
は
棒
は
陽
電
性
を
帯
、
点
る
様
に
な
る
。
何
れ
に
し
℃
も
金
属
棒
と
其
溶

被
と
の
聞
に
は
一
宮
歴
を
生
じ
英
明
一
川
歴
J

大
小
は
金
属
棒
及
び
液
中
の
イ
オ
Y

濃
度
の
蹄
係
に
よ

b
て
支
配
せ
ら
る
。
今

金
属
棒
の
扶
植
山
を
一
定
に
す
る
時
は
右
電
座
り
大
道
は
液
中
の
イ
オ
シ
の
濃
度
に
支
配
せ
ら
る
る
か
ら
電
歴
を
測
定
す

れ
ば
間
接
に
イ
オ
シ
濃
度
を
定
め
る
事
が
出
来
る
。
此
の
理
論
は
水
素
イ
オ
シ
及
水
素
ガ
ス
を
以
て
飽
和
せ
る
白
金
電

4
 

極
の
聞
の
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
か
ら
液
中
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
は
液
及
水
素
ガ
ス
を
飽
和
せ
る
白
金
電
極
の
聞
の
電

歴
の
測
定
に
よ

b
て
決
定
す
る
事
が
出
来
る
。
然
し
右
の
様
な
阜
極
の
電
塵
を
直
接
に
測
定
す
る
方
法
が
な
い
か
ら
別

比
標
準
電
極
占
し
て
電
歴
任
知
の
電
極
を
補
以
一
つ
の
電
池
を
作
b
此
電
池
白
電
歴
を
測
定
し
、
之
よ
b
標
準
電
極
の

電
歴
を
差
引

3
し
て
水
素
電
極
に
於
け
る
電
監
を
計
算
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
闘
に
就

3
て
説
明
す
る
と
岡
中
(
関
戸
)

は
度
盛
し
た
板
に
白
金
足
イ
タ
ジ
タ
ム
の
A
口
金
の
針
金
ヤ
張

b
た
る
抵
抗
綜
で
あ
る
o
m
X
)
は
移
動

ι符
る
接
締
罰
で



。、

右
抵
抗
線
と
電
極
と
を
連
絡
す
る
。
蓄

電
池
ハ
p
vは
最
高
一
一
・五
ポ

Y
ト
の
電

歴
が
あ
b
右
の
電
歴
は
永
い
聞
に
は
低

落
す
る
が
賓
験
中
の
短
時
聞
に
は
一
定

-
F
」
見
倣
す
。
ハ
E
)
は
電
流
許
で
闘
に
示

し
た
様
な
曲
管
に
純
粋
の
水
銀
及
び
稀

硫
酸
〈
一
針
六
V

を
入
れ
闘
の
如
く
に
接

損
す
れ
ば
電
流
の
疏
る
、
聞
は
ス
ク
イ

!紗

チハ
T
)
の
開
聞
に
よ

b
℃
(

N

U

部
の
水

銀
面
が
上
下
に
動
〈
か
ら
此
に
よ
b
℃

電
流
の
有
無
を
検
す
る
事
が
出
来
る
。

水
素
電
極
と
し
て
は
色
A
f

あ
る
が
吾
h
T

の
立
場
か
ら
は
ヒ

Y
ヂ
プ
ラ
シ
ド
電
極
ハ
H
V
が
便
利
で
あ
る
。
標
準
電
極
と
し

て
は
カ
官
メ

Y
電
極
が
普
遁
に
使
用
せ
ら
れ
、
此
は
闘
の
(

M

)

の
様
に
硝
子
瓶
に
水
銀
、
水
銀
と
カ
ロ
メ

Y
、
カ
ロ
メ

Y
て
飽
和
し
た
N
一
日
の
盤
化
加
里
を
入
れ
て
硝
子
管
で
連
絡
し
た
物
で
あ
る
。
此
電
歴
は

0
・
三
三
七
七
ポ

Y
ト
で
あ

石
。
此
他
に
標
準
電
池
と
し
て
ヲ
エ
久
ト
ン
の
カ
ド
ミ
ク
ム
電
池
を
使
用
す
る
。
此
電
池
の
電
歴
は
温
度
等
に
よ
っ
て

水
素
イ
オ
シ
睡
眠
度
の
測
定
法
主
其
骨
組
物
病
寄
研
究
土

e
a
m

七
七



水
素
イ
オ

y
畿
財
凪
の
測
定
法
1
6
其
植
物
病
害
研
究
ム
り
徳
則

七
八

品
型
化
せ
ず
常
に
一
・

0
7
A六
d
m
Y
ト
で
あ
る
。
ハ
A
〉
部
比
は
-
の
按
液
を
容
れ
、
電
極
(

H

}

に
水
素
ガ
ス
を
通
じ
飽
和

せ
し
む
。

以
上
の
装
置
を
使
用
し
て
水
素
電
極
及
び
カ
ロ
メ
戸
電
極
よ
b
な
る
電
池
の
電
座
右
測
定
す
る
に
は
水
素
電
極
を
試

験
液
に
浸
し
暫
く
水
素
瓦
斯
を
通
じ
た
る
後
雨
極
を
抵
抗
線
に
連
絡
し
接
締
結
ハ
X
)
を
動
か
し
な
が
ら
電
流
計
へ
E
U
の

ス
ク
イ
チ
ハ
T
)
を
動
か
し
電
流
計
の
毛
管
部
(

N

V

の
水
銀
面
の
運
動
せ
ぎ
忍
貼
を
求
め

τ.其
讃
を
記
載
す
、
同
時
に
温

度
を
記
す
。
次
に
標
単
電
池
を
同
様
に
連
絡
し
同
様
に
質
験
し
た
る
際
の
読
み
を
取
る
。

今
前
者
の
議
み
を
ハ

r)其
の
電
座
主
(

E

V

後
者
の
譲
み
を

(rvと
す
れ
ば
、

同

開

1

H

・
2
s
・

，

Y
H
u
a
-
-オ
!
と哉、

7

て
、
英
水
素
電
極
に
於
け
る
電
座
主

e
と
す
れ
ば

e
は
E
よ
b
カ
ロ
メ

Y
電
極
の
電
塵
を
減
じ
た
る
物
て

]「。-∞。

命日開!。・
ω
∞4
4
弐
更
ザ

n
i
!「
!
と
l
。・
8
コ
さ
て
干

で
あ
る
。
右
水
素
電
極
の
電
歴
と
液
中
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
と
の
関
係
は
ネ

y
y
ス
ト
の
式
に
よ
b

句

Z
L
E
i
-
-」
!
l
i
n
i
-
-川

l
l

d
出
、
南
U

叫
刷
、
施
岡
。
・
。
。
。
]
@
∞
ω
吋

で
あ
っ

τ此
T
は
賓
験
の
時
の
温
度
を
絶
針
温
度
で
表
は
し
た
物
で
例
ば
晴
氏
二

O
度
な
ら
ば

吋

H
凶，H
∞+凶
()Hmmvω

即
ち
二
九
三
度
で
あ
る
。
即
ち
句
出
は
衣
の
遁

b
に
し
て
計
算
す
る
。
但
し
ハ
t
〉
は
温
度
(
揖
兵
)
で
あ
る
。

]{・。い{∞
ω

E
A
1
J
l×
N
1

。'ωミ
)
×

l
i
-
-同

1
1
1

。h
。OHe
ω

∞AU
凶

4
ω
+』
司
〉



(
四
)

普
通
溶
液
の
水
素
イ
才
ン
濃
度

以
上
培
養
基
業
他
の
溶
液
の
反
聴
は
酸
叉
は
ア

Y
カ

9
の
分
析
的
の
合
量
又
は
滴
定
量
に
よ
ら
ず
其
落
液
の
水
素
イ

オ
シ
濃
度
に
よ

b
τ
表
は
す
と
述
べ
た
が
、
此
意
味
を
今
少
し
く
徹
底
す
る
様
に
普
通
溶
液
の
甲
山
債
は
ど
れ
位
の
物

動
物
質
の
諺
液
で
は

で
あ
る
か
と
い
ふ
事
を
列
記
し
て
見
る
と
弐
の
様
で
あ
る
。
ハ
×
印
は
著
者
の
官
験
結
果
で
あ
る
。
)

血

液

唾

液

胃
液
ハ
幼
児
)

小
踊
の
内
容
内
ハ
成
人
)

汗筋
肉
汁
ハ
新
鮮
)

牛

乳

宮
向
七
、
四

尿

句
同
六
、

o

六
、
九

胃
液
ハ
成
人
)

O
、
九
!
っ
六

五、

C

勝

液

八
、
三

八
、
三

向
上
ハ
幼
児
〉

一一一、
一

四
、
五

涙

七

六
、
八

乳

七
、

0
1七
、
ニ

人

六
、
六

1
六
、
八

山

羊

乳

六
、
六

植
物
質
の
汁
液
に
就
い
て
記
し
て
見
る
と

柑
橘
ハ
失
イ
ム
)

】

M
Z

一
、
七

一一、二

同
ハ
レ
毛

Y
)

水
素
イ
オ

ν
鮫
皮
め
測
定
法
と
骨
骨
紘
物
約
管
研
究
上
の
態
周

七
丸



水
素
イ
オ
u
d

漫
成
の
測
定
法
と
其
杭
掬
内
情
響
研
究
上
の
廊
周

同
(
グ

ν
1プ
ア

U
F
1
ト
百
出
一
之
、

0
1三、

大

一一一、一

黄

鳳

梨

三
、
四
|
四
、
一

洋

梨

四
、
二

イ
シ
ド
ゴ
ム
ノ
キ
汁

五
、
七

林
檎
汁
ハ
高
座
蒸
気
殺
菌
せ
る
)
三
、
入

菜

豆

汁

玉、

胡

瓜

汁

五

馬
鈴
薯
汁

稲
葉
歴
搾
汁

×
玉
、
五

l
六
、
五

大
饗
葉
搾
汁

×
五
、
五

1
六、

普
通
の
植
物
細
胞
液

玉
、
三

i
玉
、
入

品
川
土
壌
肥
料
其
他
の
汁
液
に
就
き
て
例
示
す
れ
ば
、

士
壊
詰
液

四
、
五

l
八
、
七

儲

水

六
、
五

r七、
O

入。

同
〔
オ

v
y
ヂ一
v

阿
南
向
一
ユ
、
一
!
四
、
一

• 

草

甚

一ニ、四

蕃

五百

四、ニ

葡

萄

回
、
五

プ
ラ
ム
汁
(
高
座
蒸
気
殺
菌
せ
る
)
回
、
一
一
一

甘
蕉
汁
同
上
)

四
、
六

萌
薙
萄
汁

五

甜

菜

汁

稲
葉
煮
汁

×
玉
、

O
l六
、
五

海

水

入、

O
l入
、
四

要
粉
浸
液

六、

O
i穴
、
五

' .. "1.鋪t



委

酒

百
向
豆
、
九

i
四
、
七

葡

萄

酒

官
同
二
、
入
1

三
、
入

'
七
、
一
!
七
、
八

酢

二
、
六
1

三、

人
尿
〈
成
人
)

人
尿
ハ
幼
児
)

六、

0
4七、
O

牛

貸

六
、
六

i
七
、
ニ

一ー一、
水
素
イ
オ
シ
濃
度
測
定
法
の
植
物
病
原
菌
培
養
研
究
上
に
於
け
る
感
用

以
上
績
越
し

τ来
た
慮
は
水
素
イ
オ
シ
濃
度
と
は
如
何
な
る
意
味
で
あ
る
か
と
炉
ふ
事
を
此
方
面
の
謙
備
知
識
の
な
.

い
方
に
樽
へ
る
目
的
な
の
で
云
は
ば
概
念
ぞ
あ
る
。
而
し

τ其
測
定
法
の
如
主
も
極
〈
簡
単
な
然
も
比
色
の
方
法
の
み

を
記
し
た
に
止
ま
る
が
、
以
下
之
を
植
物
病
理
串
研
究
の
上
に
服
用
し
た
例
主
少
し

4
嘘
ベ
て
見
た
い
と
思
ふ
。
勿
輪

之
は
私
自
身
の
賃
験
許
b
で
は
な
く
諸
事
者
の
研
究
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
此
も
今
迄
の
研
究
結
果
の
凡
て
を
網
羅
す

る
等
云
ふ
考
は
な
〈
草
に
培
養
に
閥
係
の
あ
る
事
に
就
い
て
一
二
の
例
を
紹
介
し
て
見
た
い
と
思
ふ
式
で
あ
る
。
従
つ

て
皆
様
に
も
其
遁
を
強
め
御
了
解
下
ヨ
る
事
を
願
以
ま
す
。

、、，，，・i，，.‘、

培

養

基

の

調

製

反
懸
の
決
定
並
に
調
整
(
標
準
牛
肉
浸
汁
培
養
基
V

培
養
基
の
水
素
イ
オ
シ
濃
度
の
調
整
は
比
色
測
定
法
の
植
物
病
理
事
上
に
於
け
る
膿
用
と
し
て
最
も
藩
甚
な
物
の
一
つ

で
あ
る
。
此
に
股
S
℃
は
種
ιT
の
著
者
に
よ
b
て
復
雑
な
方
法
が
示
ヨ
れ
て
居
た
が

n
u号
及

F
C
V
聞
の
雨
氏
の
推
奨

泳
集
J

『
オ

ya'Rの
測
定
訟
と
骨
骨
植
物
畠
明
容
研
究
上

eam

." 



晴
海
4
オ

v
a
R度
の
測
定
議
長
』
呉
昌
鴨
‘
，
由
閉
山
官
噺
廃
止
@
幽

-m

火
、.. ・

守
る
牛
肉
寝
什
製
造
・
の
方
法
は
決
め
様
て
あ
S
。

大
憶
に
鞠
整
し
役
侯
般
瓦
斯
を
含
宥
す
る
事
め
比
較
的
少
皇
、
鴨

N
T
め
脅
栓
曹
達
色
、
之
を
注
範
抗
白

O
精
健
婦
暢

せ
る
液
ハ
N
一
凶
液
民
営
Z
V
を
作
5
。
標
準
牛
肉
寝
汁
は
最
初
の
反
憶
と
し
て
出
向
七
・
四
を
有
す
る
様
比
せ
ね
ば
な

ら
ね
が
、
そ
う
す
る
坊
法
を
述
べ
吃
見
る
。

原
浸
什
を
趨
嘗
に
稀
稗
し
加
熱
瀦
遁

L
一
一
%
の
ペ
プ
T
1
Y
を
加
へ
一
五
!
ニ

O
分
の
後
代
強
過
し
、
水
道
又
は
集

混
に
で
冷
却
し
最
後
の
容
積

ι
bも
多
少
少

S
、
既
知
の
容
積
と
な
し
裳
皮
脂
陪
左
大
砲
調
整
L
業
五
粍
に
フ
且
ノ

1wr

V
W
J
v
t如
h
t
N
一
日
苛
性
智
津
で
司
出
七
・
四
を
示
す
を
で
に
調
整
す
る
唱
例
ば
五
艇
を
鯛
墜
す
る
K

N
一
日
め
背

桂
曹
建

0
2八
五
向
bz
要
し
た
と
す
る
と
一
立
は
卦
L
て
は

N
T
め
波
一
・
む
耗
を
裏
方
る
軒
算
左
電
る
。
ア
?
ト

hyp

ず
で
一
五
封
度
の
歴
て
~
五
奇
問
熱
す
る
と
多
少
沈
澱
を
注
ず
る
か
も
之
を
強
植
す
る
。
宅

L
吃
反
穂
を
検
す
る
之
と

M

M

Z

七
・
一
ニ
よ
b
も
多
沙
多
〈
本
り
先
と
す
る
。
此
J
L
多
4
め
目
的
立
拡
充
分
ぞ
あ
る
。

品
開
正
確
に
調
整
す
る

K
は
真
比
一

O
鈍
の
培
養
液
を
取
b
て
比
色
で
国
闘
を
説
み
町
田
七
・
三
五
と
な
b
、之

K
N
一
刊
の

苛
性
曹
達
液

0
・
一
五
耗
を
添
加
し

τ
時
国
七
・
五
と
な
っ
た
と
す
る
。

0
・
一
五
鈍
の
添
加
の
矯
め
に
可
国
も
0
・
-

五
増
加
L
h
A故
に
出
M
M

七
・
一
二
五
よ
宙
宅
・
潤
と
0
・
0
五
を
増
す
鴛
め
に
は
比
例
に
よ
多
壬
O
K
U
五
売
の
液
を
加
ふ
れ

ば
よ
い
事
h

れ
ま
る
。
其
故
に
一
立
に
は

N
T
の
苛
性
曹
建
穣
Q
-
宝
売
を
加
ふ
れ
ば
よ
か
。

普
遁
め
固
飽
培
養
進
の
調
整
K
就
き
て
一
言
す
れ
ば
穆
質
培
養
基
は
遁
嘗
の
温
度
て
落
解
し
て
披
錘
と
し
て
測
定
す



る
。
寒
天
の
揚
会
に
は
斯
ん
な
風
に
出
来
泣
い
'
。
慕
ぞ
回

O
度
以
止
Af
指
示
穫
の
色
'P義
北
が
b
H
9

芝
居
容
M

か
ゐ
拳

天
を
液
放
と
し

τ測
定
す
る
事
は
戸
ク
殿
い
。
傑
し
純
縛
め
集
束
は
善
通
め
早
酬
の
範
鼠
て
は
少
L
も
接
指
排
用
を
持
っ

て
居
ら
ぬ
故
寒
天
の
漆
加
以
前
け
れ

E
を
測
定
し
た
る
綾
寒
天
を
添
加
才
る
が
よ
M
N

。
釘
蹄
思
質
色
町
患
弐
D
M
w
u
の
山
抑

来
た
侍
め
に
沼
聞
に
ど
ん
な
獲
化
が
起
る
か
は
判
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
又
寒
天
の
場
合
に
は
普
通
の
緩
衝
作
用
の
あ
る

培
養
基
な
ら
広
之
‘
を
清
輝
し
屯
液
慢
と
し
壬
其
宮
定
測
寧
才
る
。
某
劃
定
・
法
K
就
い
て
は
続
記
述
べ
た
準
」
和
室

m
ヲ
I
ラ
I
度
数
と
居
間
僚
と
の
比
較
文
は
換
算

従
療
の
論
文
択
は
培
養
基
の
反
聴
か
Y
1
ラ
!
の
度
数
て
表
は
し
て
あ
あ
が
措
委
審
め
種
類
に
よ
る
主
齢
Y
1
ラ
ー

の
度
数
を
町
田
慣
K
換
算
す
る
事
が
.出
来
る
。
グ
イ
u
r

ク
及
フ
ア
ク
セ
ッ
ト
氏
ハ
一
九
一
一
一
ニ
)
の
報
告
此
よ
る
と
ペ
ヂ
ト

1
y
加
牛
肉
浸
汁
は
其
製
法
が
洞
様
で
あ
れ
ば
従
来
の
方
法
ぞ
滴
定
酸
度
イ
表
は
し
た
駒
を
巴
同
一
債
な
換
算
す
る
事
が

出
来
る
。
牛
肉
浸
汁
の
製
法
も
色
今
あ
る
が
ハ
イ
〉
浄
水
を
牛
肉
の
貫
量
b
同
量
為
重
二
倍
位
り
分
量
官
需
加
す
る

ハ
ロ
)
牛
肉
の
量
の
同
量
又
は
二
倍
宇
位
の
温
水
を
採
抑
ず
る
の
ぞ
あ
る
。
斯
様
に
し
疋
作
D
夜
バ
プ

-F1

事
、
或
は

シ
加
牛
肉
浸
汁
の
フ

1
ラ
1
度
数
を
甲
山
慣
に
直
し
又
は
謹
に

HVZを
フ
!
ラ

1
度
裁
に
換
算
す
る
方
法
と
し
て
は
衣

の
式
に
よ
る
と
よ
い
。
但
'
U
F
を
以

τフ
1
-フ
1
度
敏
生
農
は
す
勅
と
す
あ
。

ハ一

)
Y
1
ヲ
!
度
散
を
知
b
て
之
を
盟
問
慣
に
換
算
す
る
に
は

∞・
ω
i
向
い
HMM出

-
Z
4『
‘

i

水
素
イ
オ
シ
濠
度
の
測
定
法
と
其
佐
保
鈎
由
鋼
管
研
究
上
の
息
周

-弘、

λ
-
s
 



品
川
索
イ
オ

y
濃
度
の
測
定
法
主
其
織
物
病
害
研
究
上
の
晦
周

λ 
闘

(
ニ
》
早
同
債
を
知
b
て
之
を

Y
1
-フ
1
度
敢
に
換
算
す
る
に
は

H
0
3・MwlMMZ〉
日
明

右
の
式
は
私
自
身
で
や
っ
て
見
た
事
は
な
い
が
都
合
の
よ
い
式
の
様
で
あ
る
。

(3) 

各
種
培
養
基
の
水
素
イ
オ
シ
濃
度

稲
煎
汁
の
如
き
物
は
之
を
製
す
る
一
材
料
即
ち
稲
の
品
種
材
料
採
取
の
時
期
、
或
は
部
分
等
に
よ
b
或
は
使
用
す
る
分

最
の
差
に
よ
A
Y
或
は
養
一
沸
時
聞
に
よ
り
屯
差
異
あ
る
物
て
・一
様
の
製
品
を
得
る
事
は
勿
論
不
可
能
な
事
で
あ
る
。
近
頃

.私
共
の
使
用
し
て
居
る
稲
煎
汁
製
造
用
の
稲
薬
は
稲
の
可
な
b
に
成
育
し
た
頃
K
稲
藁
を
刈
b
取
っ
て
之
を
乾
燥
保
存

し
て
浴
い
た
物
.
て
使
用
に
営
b
τ
必
要
な
。
定
を
取
っ
て
培
草
食
基
を
作
る
様
に
し
て
居
る
。
其
稲
藁
は
紳
カ
積
で
あ
る
。

方
法
は
此
迄
度
冷
記
し
た
事
の
あ
る
様
に
気
乾
の
藁
一

O
O克
を
一
立
の
燕
溜
水
に
加
へ
蒸
紙
釜
で
竿
時
間
煮
沸
し

τ

濡
過
し
璃
液
に
水
を
加
八
て
金
量
を
一
立
t

と
し
た
物
で
あ
る
。
之
を
普
通
の
稲
煎
汁
と
し
て
使
ふ
て
居
る
が
揚
A

官
民
よ

る。る
と
加
へ
る
水
の
分
量
を
少
し
く
械
V
レ
て
得
た
穂
波
の
杢
量
を
五

O
O耗
と
し
倍
渡
・
反
の
液
と
し
て
使
用
す
る
事
車
あ

斯
様
に
し

τ製
し
た
稲
煎
汁
は
其
製
品
に
よ
b
て
其
成
分
に
非
常
な
差
の
あ
る
事
は
想
像
で
き
る
の
で
血
重
K
差
が

あ
る
か
と
思
ふ
て
可
な
b
精
密
な
胎
重
汁
.
て
比
較
し
で
見
た
が
余
b
差
を
見
付
け
る
事
が
出
来
志
か
っ
た
。

更
に
此
稲
煎
汁
に
就
3
4
L
英
の
水
素
イ
オ
シ
濃
度
を
調
.
へ
て
見
た
が
此
は
其
澗
製
し
党
時
や
材
桝
K
よ
長
官
可
Z10



水
素
イ
オ

y
a楓
由
民

穴
、
二
六

五
、
悶
翠

玉
、
六
九

五
・
七
七

J

玉
、
一
九

豆
、
二
七

五
、
一
一

玉
、

O
大

五
、
。
。

五、

O

一

五
、
一
三

五
・
二
七

五
・
凶

O

玄
、
四
七

五
、
五
二

五、

O
八

五
‘
一

O

豆
、
一
一
一

の
差
が
あ
る
様
で
あ
る
。
今
一
例
と
し
私
共
が
度
み
作
っ
た
個
ι
干
の
物
に
就
き
て
其
日
附
と
其
時
の
稲
煎
汁
わ
水
素
イ

オ
ン
捜
度
と
を
掲
げ
て
見
る
と
次
の
様
で
あ
る
。
但
じ
此
の
内
大
正
十
四
年
比
遣
っ
た
稲
煎
汁
は
殆
λ
ど
凡
て
同
じ
材

料
を
使
っ
た
物
て
あ
る
。

開
園
積
年
月
日

大
豆
十
一
年
十
一
月
八
日

大
疋
十
一
年
十
一
周
一
一
-T
荒
日

大
正
十
二
年
五
月
五
日

関岡
大
豆
十
周
年
穴
月
四
日

岡
大
正
十
四
年
大
月
五
日

問問問問問問岡
大
正
十
四
年
六
月
二
日

間関

也

備

調修

右
の
物
を
更
に
三
十
分
開
業
品
開
し
た
物

布
の
仰
を
更
に
一
一一
十
分
間
嘩
食
品
開
し
れ
物

傍
の
浪
曲
成
主
役
る
幽
憶
に
製
し
嘗
認
に
惜
附
議
し
た
初

右
の
波
を
ニ
僚
に
晶
晴
海
す

問

一

ユ

一

倍

同

間

四

倍

問

同

支

借

問

問

中

ハ

借

問

傍
漢
民
と
な
る
鎌
製
し
た
物

右
の
液
る
乙
僚
に
揖
輔
副
押
す

周
一
一
一
倍
一
一

水
事
情

4
オ
U
4

・m度の
測
定
法
主
骨
骨
骨
刷
物
自
明
書
研
究
上
の
由
服
用

炉、

五



*
鳶
イ
オ
乞
震
度
の
測
定
法
主
其
純
物
自
明
書
園
町
究
土
の
由
帽
周

a 
六

大
孟
十
四
年
六
月
五
日

五、---

問
、
入
八

普
遍
の
方
法
雪
作
っ
た
物

衡
を
三
須
慮
で
す
草
分
間
高
睡
刷
現
前
し
た
鴨

右
の
設
字
は
此
目
的
の
矯
め
に
掠
比
倖
っ
た
の
が
少
〈
て
他
の
賓
験
記
録
の
中
か
ら
披
い
た
の
で
あ
る
が
前
の
時
の

結
果
と
後
の
と
は
可
本
b
異
っ
た
撤
字
が
出
℃
居
る
が
此
抹
材
料
が
建
ふ
あ
ら
で
あ
っ

τ材
料
が
同
じ
な
ら
ば
之
を
業

倒
消
毒
す
る
時
聞
が
多
少
異
な
っ
て
居
て
も
濃
度
が
少
し
位
田
買
っ
屯
居
て
も
大
S
な
差
は
な
い
物
の
様
で
あ
る
Q

従
つ

τ普
通
の
稽
煎
汁
は
其
富
岡
.
か
五
・

O
か
ら
五
・
五
ハ
或
特
別
な
鳴
で
は
六
・

owと
思
へ
ぽ
犬
L
だ
誤
b
は
な
い
様
で
あ

'e
。
ロ
ハ
高
座
ゼ
綾
菌
す
る
と
其
甲
山
慣
が
割
合
K
著
し
〈
低
下
し
従
っ
て
酸
度
が
増
し
て
来
る
か
ら
此
貼
は
注
意
す
お

必
要
が
あ
る
。

又
稲
煎
汁
の
債
は
之
を
厳
回
煮
惜
別
す
る
と
煮
沸
毎
に
少
し
宛
盟
問
慣
が
低
下
し
酸
性
を
増
す
様
で
あ
る
が
其
高
層
殺

薗
の
場
合
の
機
意
事
は
な
い
か
ら
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。
稲
汁
煎
汁
培
養
基
を
稀
揮
す
る
と
盟
問
慣
が
多
少
宛
上
回
計

.

す
る
鞠
て
倍
稀
量
帽
を
し
た
際
で
も
其
句
国
債
の
聾
化
は

O
、
一
内
外
と
思
へ
ば
大
し
た
誤
b
が
な
い
。
其
故
製
造
の
時
々

の
差
は
よ
る
濠
度
の
組
理
化
は
非
常
に
六
S
い
物
で
は
な
い
様
ぜ
あ
る
。
卸
ち
稲
煎
汁
培
養
基
の
司
国
債
は
上
遁
の
私
共

の
様
志
方
法
ぞ
調
捜
し
た
物
で
は
前
惑
の
遁
b
五・

0
l五
・
五
或
は
六
、

O
と
見
れ
ば
充
分
で
あ
る
。

右
の
模
攻
反
聴
を
有
す
る
物
ぜ
あ
る
が
裏
比
之
肱
酸
と
か
ア
戸
分
9
を
加
へ
吃
各
種
の
庇
曜
を
有
す
る
働
主
体
急
事

が
あ
る
。
斯
〈
融
支
は
ァ
-Y
タ

9
織
を
添
加
し
た
縛
め
K
盗事
F

る
句
国
債
の
聾
牝
の
猷
癒
を
畠
棋
は
す
轟
あ
院
は
備
容
踊



畿
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
そ
れ
で
稲
繭
汁
培
養
基
に
輪
主
℃
滴
定
曲
績
を
求
め

τ見
た
。

稲
煎
汁
の
滴
定
曲
線
。
稲
煎
汁
は
私
共
の
常
用
す
る
方
法
で
製
し
た
物
で
あ
る
。
之
を
五
O
姥
宛
三
角
コ
u
r
.へ
シ
に

分
配
し
之
に

1
一4

規
定
の
盤
酸
井
に

E
一4
規
定
の
苛
性
曹
遣
を
種
A

干
の
分
量
に
添
加
し
其
結
果
知
何
な
る
水
素
イ
オ

v
d

濃
度
を
表
は
す
か
を
測
定
調
査
し
た
。
水
素
イ
オ
ン
濃
度
測
定
の
方
法
は
約
一
五

O
耗
容
の
ピ

1
カ

I
K
正
確
に
五

O
粍
を
秤
取
し
拘
る
稲
汁
を
容
れ
之
に
ヒ

Y
ヂ
プ
ラ
ン
ド
電
極
を
掃
入
し
水
素
克
斯
を
遁
じ
て
讃
の
一
定
す
る
を
待
ち

ー
其
時
の
積
よ
b
M
V国
主
算
出
し
た
。
其
結
果
加
へ
た
る
1
一4
規
定
強
酸
及
苛
性
加
里
の
量
と
担
問
と
の
聞
係
は
衣
表

の
如
く
で
あ
る
。
此
闘
係
を
園
示
し
売
曲
線
を
滴
定
曲
線
と
い
ム
の
で
あ
る
。

精
娘
叫
H
.五

O
鈍
に
封
し

τ加
へ
売
る
1
正
規
定
の
瞳
酸
及
苛
性
曹
遣
の
分
量
と
盟
問
と
の
聞
係
。

性 加 |
E句良 自錫費 加へ 噌同zz のた

の EZZh il 量る 慣

量，へtZ 品 N . 
き苛 - 4 
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水
察
4
オ
J

寝
食
の
測
定
法
・
と
其
鉱
物
病
書
官
研
究
上
の
車
用

私
が
従
来
稲
煎
汁
寒
天
培
養
基
を
各
種
の
反
曜
に
し
て
居
先
方
法
を
記
述
し
て
見
る
。
前
記
の
如
く
に
製
造
し
た
稲

八
八

煎
汁
に
寒
天
を
二
%
の
割
で
加
へ
て
固
飽
培
基
と
し
之
を
ニ

O
純
宛
三
角
ヨ

Y

ペ
ン

K
分
配
し
蒸
気
滑
毒
を
施
主
し
、

一
六
分
一
、
三
二
分
一
、
六
四
分
一
規
定
等
の
溶
液

又
一
方
で
は
盟
酸
及
苛
性
曹
建
の
二
分
一
、
四
分
一
、
入
分
一
、

を
作
b
之
を
試
験
管
ハ
硬
質
柑
子
の
〉
中
で
蒸
気
消
毒
し
其
ニ
耗
宛
を
添
加
し
℃
之
を
ペ
ト
タ
皿
に
移
す
の
で
あ
忍
。

此
賞
際
の
操
作
は
先
づ
乾
熱
情
毒
し
た
ペ
ト
9
皿
に
消
毒
し
た
酸
又
は
ア
Y
カ
9

の
二
鈍
宛
を
添
加
し
之
に
消
毒
溶
融

し
た
稲
汁
寒
天
を
加
へ
て
混
合
し
凝
固
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
製
造
し
た
培
養
基
の
反
臓
は
時
に
よ
り
て
多

少
の
差
が
あ
る
か
ら
其
時
々
に
同
様
に
製
し
て
寒
天
を
加
へ
な
い
稲
汁
に
就
い

τ
目
闘
を
測
定
し
て
見
る
事
に
し

τ居

る
。
其
結
果
の
一
例
を
掲
げ
る
と
究
の
様
で
あ
る
。

宿
先 λ 七六五四三ニー銭

培
養
基
の
組
成

総
煎
汁
寒
天
一
一

O
縄

問問問問問問問開

幽
盟
厳
四
分
一
規
定
波
ニ
縄

開

八

分

一

問

同

一

決

分

一

間

同

三

二

分

一

同

岡
大
凶
分
一

・
悶

悶

]

二

八

分

一

阿

茶

潟

水

悶

揖
阿
佐
官
宵
建
一
二
八
分

・
同

岡

大

四

分

}

肉

同
日
一
同
側

一
、
六
二、

o
二
、
六
三
、
大

岡
、
四

四
.
九

五
、
七

六
、
七

七
、
四



四三二一 0

問問問問問

問問問問問

吉
一
二
分

一
大
分

八
分
一

例
分
一

二
分
一

λ
、七

九
、
-

-o、o

-
Q
.丸

一
一
、
大

問問問問問

稲
煎
汁
比
就

3
て
は
右
の
様
で
あ
る
が
其
他
一
、
二
の
培
養
基

K
就
2
て
其
滴
定
曲
線
を
掲
げ
て
見
る
と
究
の
如
〈

で
あ
る
。

ボ
プ
キ
ン
ス
培
養
液
の
滴
定
曲
糠
。
ポ
プ
キ
シ
ス
氏
が
種
々
の
早
聞
の
液
を
調
愈
し
た
際
の
培
養
液
は
左
の
如
aH
成

R
7
の
物
ぜ
割
合
「
へ

Y
ミ
シ
ト
ス
ポ

3
ク
ム
一
」
菌
の
稜
育
代
遁
嘗
し
℃
居
る
。

ボ
プ
キ
ン
ス
培
養
液
。

ハ
米
国
植
物
串
雑
誌
九
簿
二
ハ
一
頁
)

硫輸
酸酸
守、加

グ里
ネ
シ

ア

同
Z
O個

二、

O
克

冨
m
m
c
h
z
陣。

O
、
五
克

酸
性
燐
酸
加
里

九、
O
七
七
克

何
回
匂
O
H

n-ZM時
0
・

一O
、O
克

葡

萄

糖

一0
0
0、耗

恭
b

溜

水

出
回
。

比
液
を
五

O
耗
宛
三
角
ヨ
Y
ペ
ン
に
分
配
し
消
毒
し
た
る
物
に
就
き

τ上
越
の
方
法
で
其
五

O
路
氏
封
し

τ
1
Z

水
嚢
4
オ

y
a皿
度
の
測
定
訟
と
其
披
物
仲
間
笹
山
酎
究
上
の
臨
応
用

λ 

* 



水
素
4
オ

y
濃
度
の
測
定
法
-
t
其
植
物
自
剰
警
官
酎
究
上
の
由

mm

規
定
の
噂
酸
或
は
苛
性
曹
遣
を
添
加
し
℃
其
水
素
イ
オ
y
漫
度
を
私
が
測
定
し
た
結
果
は
衣
表
の
如
〈
ぜ
あ
る
。

九
O 

ポ
プ
キ
シ
ス
培
養
液
五

O
提
に
艶
し
添
加
せ
る

1
Z
規
定
の
盤
酸
及
び
苛
性
曹
遁
の
分
量
と
宮
山
と
の
聞
係
。

力E

'、
た
る
覇軍
酸
の

1ω I 1.60 

2.22 

2.75 

:1.35 

3.62 

4.35 

4.92 

‘-

1.96 

2.08 

2.96 

3.19 

O. 
ペ
フ
フ
ア

1
氏
液
、
及
チ
ヤ
ペ
ラ

ク
氏
液
等
の
各
積
の
液
鱒
培
養
基
に
揖
き
其
滴
定
曲
線
を
出
し

τ居
る
o

此
は
培
養
基
製
造
の
場
A
ロ等
L
4
8
考
冒
と
な
る

盛
が
あ
る
と
思
ふ
か
ら
引
用
し
て
見
る
。
衣
の
表
が
郎
ち
其
で
あ
る
。
此
表
で
は
甜
菜
煎
汁
、
9
チ
ヤ

1
ド
氏
液
、
ベ

Iふ7

2.28 

2.37 

2.46 

2.57 

y
t
e
l
シ
ホ
及
ベ
ラ
フ
ア

1
氏
液
は
英
一
エ

O
院
を
取
b
、
之
に

N
I
聾
酵
支
は
苛
性
曹
達
を
二

O
、

2.17 

'"d 
同

恨

0.4 

1M  

12.0 

8.0 

5.0 

4.0 

3.0 

1.0 

0.2 

10.0 

7.0 

2.0 

1.5 

6.0 

0.7 

1ま

F

槌
〉

1J1 

た
る
習
性

JJ 
トー一「一一

0.4 I 5.S! 

1.0 I 5.5'9 

1.5 I 5.曲

'2.0 I 5.90 

4.0 I 6.33 
5.0 I 11.拘

6.0 I 6.64 

8.0 I 6.94 

11.0 I 7.53 

12.0 I 7.89 

E
H偶

抽
患
の
量

ハ
幅
柑
〉

カ

Y
-フ
1
及
ク
エ
ヅ
プ
雨
氏
は
甜
菜
煎
汁
、

9
チ
ヤ

1
V
氏
液
、
ペ
プ
ト

1
シ
水
、

一
五
、
一

C
、丸
・五



耗
と
い
ム
風
民
各
種
の
分
量
は
添
加
し
、
之
比
水
を
泊
代
て
多
量
が
五

O
姥
と
な
る
様
出
じ
℃
‘
均
等
容
減
阿
璃
シ

τ

ク
ラ

1
ク
氏
の
比
色
法
て
債
を
滴
定
し
売
の
ぞ
あ
る
。
郎
ち
表
の
第
一
段
数
字
は
各
培
養
液
三

O
純
比
劃
し
て
務
加
し

海

N
E
瞳
酵
の
分
量
(
路
〉
て
第
二
段
は
同
じ
〈
N
E
苛
性
曹
遣
の
分
量
で
あ
る
。

一
又
は
第
二
段
に
示
す
量
を
加
へ
更
に
水
を
加
へ
て
会
睡
を
五

O
姥
と
し
た
際
の
叩
債
を
示
し
た
物
ぜ
あ
る
。

又
此
表
の
第
七
及
八
段
の
チ
ヤ
ペ
ヅ
ク
氏
液
の
場
合
も
路
之
と
同
様
で
あ

S
が
只
第
七
段
の
数
字
は
N
一5
強
酸
と

N
一
旬
苛
性
知
聖
液
と
を
第
一
段
又
は
第
二
段
の
分
量
に
添
加
し
売
際
の
H
慣
を
示
し
、
第
八
段
の
撤
字
は
N

T
偉
酸
を

P
 

第
一
段
妥
協
弱
苛
性
曹
遣
を
第
二
去
を
添
加
長
場
合
の
国
雪
」
あ
る
。

培
養
液
の
措
制
定
曲
線
ハ
カ

Y
ラ
1
氏
等
托
接
る
》
。
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開
測
定
法
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a
其
崎
刷
物
情
袋
線
究
上
@
一
車
問

雨
、
砂
て
第
三
農
政
下
第
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法
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水
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イ
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a極
度
の
鴻
定
法
主
其
椋
物
申
ma育
研
究
上
の
由
園
周

九八
、
五

八七、
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七穴
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五

穴五
、
五

五回
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五
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五
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五
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五
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七
五
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七
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四
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閥
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四

閥
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五
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五五五
一、大
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六
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六
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、
七
、
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七
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、
八
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八-一斗
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四
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閥
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九
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五
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二
五
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、
二
五

o、五
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七
主
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、
五
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五、五

四問
、
五

五玉
、
五

六六
、
五

七六五五五五回、、、、、、、
O 凶六四ニ O 八

ホ
祭
イ
オ

y
a凪
度
の
測
定
誌
と
其
縞
物
自
明
書
腕
究
乏
の
曲
線
用

八
、
八

丸
、
八
一

一、
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一

五
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一
三

五
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大
一

方
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ニ
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六、一一一
一

六
、
四
一

犬
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六
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四

稲
胡
鷹
葉
枯
病
菌
の
援
育
並
に
侵
害
性
に
及
隠
す
水

素
イ
オ
シ
濃
度
の
影
響

ム
ゴ
迄
申
述
べ
て
来
た
慮
は
一
一
般
水
素
イ
方
ン
濃
度
測
定
の
方
法
と
植
物
病
害
礎
生
又
は
植
物
病
理
研
究
上
に
於
け
る

水
素
イ
オ
シ
濃
度
、
と
閥
係
あ
る
事
項
に
就
企
て
・で
あ
る
。
が
似
下
私
共
が
久
し
〈
研
究
し

f
居
る
稲
胡
甑
葉
枯
鋪
磁
の

培
蓑
基
上
院
於
け
る
礎
育
並
に
該
病
の
侵
害
接
生
と
水
素
イ
キ
A

Y
濃
度
と
の
聞
係
に
就
き
て
研
究
し
た
蕗
の
概
略
を
申

述
べ
て
見
直
炉
と
息
ふ
。
そ
れ
で

合
一
)
趨
議
の
駿
宥

n
岡
M
絹

会
一
〉
合
住
砲
手
の
形
成

三
)
A
山
生
胞
子
の
稜
芽



胡
編
葉
枯
病
菌
の
病
原
性
等
以
ま
ぽ
す
水
素
4
オ
V

震
度
の
影
響
士
順
を
遺
ふ

τ述
べ
て
行
き
た
い
と
思
ふ
の
ぞ
あ
る

川
郡
下
品
ベ
る
麗
で
肱
共
の
や
っ
た
賓
駿
の
芳
怯
は
詳
細
択
記
し
、
其
結
果
は
概
要
式
を
記
す
に
止
め
陀

h
v
E
Eふ
の
ぜ

散
宇
等
は
殆
ん
ど
省
略

L
た
。
此
記
就
い
て
は
何
れ
他
の
機
曾

R
群
細
に
越
ベ
得
る
事
正
包
品
。

分
生
飽
乎
の
世
芽
記
昆
医
す
水
嚢
4
オ
シ
温
度
の
彫
纏

話
被
汁
に
於
げ
る
分
生
胞
子
の
盛
芽

.
n
-
v
 

一
一
般
に
胞
子
の
按
芽
試
.
め
方
法
と
し

τ普
通
抗
周

μ
ら
る
る
懸
滴
培
養
の
方
法
は
、
供
試
液
の
量
の
少
在
日
町
事
、

小
滴
の
恭
費
に
よ
っ
て
液
の
成
分
の
襲
牝
す
6
事
、
小
滴
の
周
閣
に
あ
る
胞
子
が
其
表
面
の
作
用
を
受
け
て
内
部
に
潜

在

ιτ
居
る
胞
子
企
は
m
R
t
る
生
長
を
し
不
均
一
な
費
芽
を
す
る
。
其
故
に
国
民
与
(
M
S
M
)

氏
は
之
内
懸
滴
培
養
は
不

通
常
で
あ
る
と
て
時
抗
野
使
用
す
る
事
を
推
奨
し
て
居
る
。
此
時
軒
皿
の
方
法
は
懸
滴

i
hよい
慮
が
多
い
け
れ

ど
も
胞
子
世
穿
K
掛
す
吾
氷
薫
イ
オ

v'
濃
度
の
彰
響
を
調
ペ
る
際
の
援
な
場
合
に
は
絵
事
紅
遺
書
噌
て
な
い
事
を
克
砲
し

台
。
殊
に
ア

Y
カ
ヲ
性
の
培
養
鍍
で
は
室
鼠
中
の
茨
厳
d
N

ぷ
に
絹
れ

τ謀
債
が
強
化
す
6
様
で
あ
る
。
其
故
に
私
は
小

量
の
肢
と
宰
甑
と
の
接
網
面
の
多
い
時
計
皿
を
佐
用
す
る
よ

b
は
、
実
の
様
在
方
訟
で
ペ
ト

9
皿
を
跡
事
期
す
る
事
が
よ

品
種
省
で
あ
る
事
を
耳
却
し
段
。
私
の
方
法
は
鋭
〈
小
形
の
魁
子
の
揚
λ
守

K
は、
4

棋
は
液
の
積
額
に
よ
ιvτ
は
不
通
曾

ぜ
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
少
《
と
も

h
y
ミ
ン
ト
ス
ボ
9
タ
ム
菌
の
様
衣
場
合
に
は
極
め

τ趨
嘗
ぜ
あ
る
事
止
思
ふ
。

諌
め
殺
菌
し
た
戸
〆

1
グ
タ
只
又
は
ス
ラ
イ
ド
柑
子
の
上

K
分
生
胞
手
の
拝
欝
し
先
液
を
盆
布

ι‘
清
帯
電
室
内
て

永
鳶
イ
オ
y
a
R
皮
め
調
。
ι
法
主
骨
骨
織
物
備
容
研
究
止
の
歯
車
凋

丸
.$: 



水
要
-4
ォ
ν
濃
度
の
測
定
法
主
共
様
舗
内
澗
宜
官
師
究
上
の
薗
咽
用

九
，、

扇
風
機
を
か
け
て
乾
燥
し
、
其
後
ス
ラ
イ
ト
繭
子
レ
ι
ベ
ト

9
皿
に
移
し
、
之
民
各
靖
の
宮
山
債
を
有
す
る
液
を
~
定
量

(
私
は
二

O
耗
宛
)
注
入
す
る
の
で
あ
る
。
私
は
早
同
債
を
色
々
に
し
た
稲
煎
汁
二

O
鈍
宛
を
直
径
一

O
糎
の
叫
ト

9

皿
に
注
入
し
撮
正
三
十
度
の
定
温
器
に
一
定
時
間
保
ち
た
後
ス
ラ
イ
ド
硝
子
を
取
ち
出
し
之
を
ホ
Y
守

p
y
液
中
に
浸

し
其
後
の
接
芽
生
長
を
止
め
る
き
、
其
按
芽
の
駅
況
を
検
査
し
た
。
此
方
法
は
多
量
の
液
を
使
用
し
殆

A
E
一
様
の
歎

態
で
盛
芽
せ
し
む
る
事
が
出
来
る
の
と
、
ス
ラ
イ
ド
柑
子
で
あ
る
か
ら
検
査
が
容
易
主
事
、
叉
各
種
の
時
聞
を
輝
先
物

を
随
意
に
取
出

L
て
検
査
し
得
る
事
等
の
便
が
あ
る
。
殊
代
殺
菌
力
を
比
較
す
る
揚
会
等
は
特
に
便
利
で
あ
る
と
思
ふ

て
居
る
。

，
 

右
の
様
に
し
て
調
べ
た
結
果
の
極
く
概
要
丈
を
述
べ
て
み
る
。

、、，，，'・a，，‘、、
号普

芽

歩

A 
'" 

前
惑
の
様
に
稲
煎
汁
に
瞳
酸
及
は
苛
性
曹
遣
を
加
へ
て
、
一
・
六
、
二
・

o、
二
・
六
、
一
ニ
・
六
、
四
・
問
、
五
・

0
.
五・

八
、
六
・
七
、
七
・
四
、

A
・
四
、
九
-
-
、

一0
・0
、

一
一
・
六
等

C
.E
向
債
を
有
す
る
培
養
基
を
作

一
0
・九、

b
、
之
に
就
い
て
上
越
の
方
法
で
接
芽
を
検
し
て
見
た
。
矯
正
三

O
度
で
三
時
聞
を
経
過
し
た
際
の
聾
芽
歩
合
を
調
ペ

て
見
る
と
、
開
国
ニ
・
。
で
ほ
脅
芽
・な
く
こ
・
六
で
極
く
僅
か
に
蜜
芽
L
3
・
六
に
な
る
と
七
七
%
以
上
・
ど
な
b
、
四
・
四

乃
至
九
二
で
は
凡
吃
九

Q
M
以
上
の
礎
芽
歩
合
を
示
す
。
而
し
て
宮
同
一

O
に
な
る
》
毛
四
万
と
攻
b
一
0
・
九
ぜ
は

九
二
%
と
滋
威
し
一
一
二
代
て
は
少
し
も
按
芽
を
見
在
日
r

の
て
あ
る
。
此
は
或
る
一
一
貫
験
の
結
果
で
あ
る
が
其
後
の
賞



験
で
も
之
と
略
同
様
の
結
果
と
な
っ

τ居
る
。

乱
世
芽
管
の
長
3

(2) 

前
越
第
二
の
賓
験
の
際
に
探
正一
ユ
十
度
ぜ
三
時
間
の
後
に
観
察
し
礎
芽
管
の
平
均
の
長
3
を
測
定
明
査
し
た
結
巣
比

就
℃
述
べ
て
見
る
と
礎
芽
管
の
全
長
は

E
H
六
・
穴
ぜ
最
大
で
其
か
ら
酸
又
は
ア
M
Y

カ

9
の
雨
側
代
向
ふ
て
漸
波
ず
る

様
で
あ
る
。
但
し
思
向
五
の
遁
b
て
は
其
曲
線
が
多
少
産
ん
で
居
る
。

ハ
-
一
)

蘭
叢
の
設
宵
に
友
ぼ
す
水
素
イ
オ
ン
漫
度
の
影
響

(1) 

稲
煎
汁
の
水
素
イ
オ
ン
漉
度
の
影
響

被
睡
培
養
基

l
l
k於
け
る
菌
叢
接
育
は
前
述
の
分
生
胞
子
の
接
芽
の
時
ど
完
〈
同
様
で
稲
煎
汁
を
製
造
し
、
之
を

五

O
鈍
宛
三

O
O鈍
容
の

z
u
F
ν

ン
ア
イ
ヤ

l
，
フ
ラ
九
担
比
分
ち
て
消
毒
し
之
に
殺
菌
し
た
各
種
混
度
の
醜
醍
或
は

、

苛
性
曹
遣
を
加
へ
之
に
稲
胡
麻
葉
枯
病
菌
を
植
付
け
宅
提
育
の
般
地
を
検
査
し
、
二
週
間
の
後
に
其
形
成
せ
ら
れ
た
る

菌
糸
の
乾
燥
重
量
を
測
定
し
、
其
結
果
に
よ

b
て
各
積
水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
培
養
液
に
於
け
る
礎
育
を
比
較
し
て
見
た
。

一
般
に
菌
の
生
長
は
半
而
的
の
み
の
物
で
は
な
〈
従
っ
て
固
館
培
養
基
上
の
菌
の
平
両
的
生
長
の
み

を
地
駿
す
る
事
は
多
少
不
穏
嘗
の
慮
が
あ
る
。
即
ち
平
面
的
に
同
じ
直
径
の
菌
叢
を
生
じ
た
と
し
て
も
其
立
種
的
の
生

固
鯉
培
養
基
。

長
の
差
、
言
以
換
へ
る
と
集
中
薗
糸
形
成
の
分
量
の
如
何
に
ょ
っ

τ叉
其
菌
糸
の
形
成
量
に
は
可
者

b
の
差
が
表
は
れ

S
Zと
に
な
る
。
け
れ

E
も
叉
色
冷
と
便
利
攻
裁
が
あ
る
。
例
ば
測
定
が
容
易
で
あ
b
.ヌ
生
背
中
に
何
岡
も
測
定
す
る

永
容
廟

4
-
R
y
-
-
R
の
測
定
法
と
其
繊
曲
胃
幽
明
書
園
前
究
上
山
一
慮
"

先
ヒ



場
事
イ
オ
シ
積
鹿
の
測
定
法
主
其
続
物
病
直
育
研
究
上
の
鹿
用

事
が
出
来
て
生
育
各
期
比
炉
、
け
る
稜
育
に
差
の
あ
る
撲
な
場
合
で
も
液
鰭
培
養
で
は
最
後
に
一
同
測
定
す
る
丈
で
あ
る

允

八

か
ら
繰
っ
た
結
呆
を
得
る
事
が
あ
る
が
固
飽
な
ら
ば
其
各
時
期
比
於
け
る
接
育
速
度
を
知
る
事
が
出
来
る
。
又
培
養
中

に
他
菌
の
混
入
し
た
様
在
際
に
も
明
ら
か
に
之
を
見
出
す
事
も
出
来
る
。

右
の
様
に
同
組
培
養
基
に
も
其
ム
干
の
便
宜
が
あ
る
の
で
稲
煎
汁
寒
天
の
固
酷
培
養
基
に
就
き
て
費
験
し
免
の
で
が
る

が
其
結
果
の
概
要
丈
を
掲
げ
る
と
次
の
様
で
あ
る
。

卸
ち
前
代
申
述
べ
た
様
に
色

e
の
吋
国
債
を
有
す
る
培
養
基
に
稲
胡
麻
葉
枯
病
菌
を
植
付
け
て
略
揖
氏
一
世
一

O
度
ぜ
培

饗
し
ニ
目
、
四
日
及
六
日
の
後
に
其
直
径
を
測
っ
た
の
ど
あ
る
。
其
結
果
に
よ
る
と
宮
山
七
・
凶
附
近
て
最
も
良
好
な
る

費
育
を
な
し
葉
南
側
て
は
費
育
曲
線
が
漸
次
に
低
〈
な
っ
て
居
る
。
但
し
沼
山
五
・

οの
附
抵
で
拡
曲
線
の
傾
斜
は
多
少

援
.
て
あ
る
。
大
睡
と
し
て
は
分
生
胞
子
の
按
芽
管
の
生
長
を
表
は
し
た
曲
線
と
同
様
で
あ
る
。

(2) 

合
成
培
養
基
の
水
素
イ
方
ン
漫
度
の
影
響

輪
車
め
‘
菌
類
の
培
養
に
普
遁
に
使
用
せ
ら
る
、
、
種
φ

の
培
養
基
に
稲
胡
麻
葉
枯
病
菌
を
植
付
け
て
按
育
の
具
合
を
調

ペ

τ見
た
。
其
使
用
し
た
培
養
基
と
し

τは

E
n
v
E
-
9
8
9
p
a
0・
冨

mE-
足
率
コ

n
S
1・

cmnvgg

国
O
噌】

n
E師
等
の
諸
氏
の
慮
方
に
よ
る
培
養
液
で
あ
る
。

此
等
の
培
養
基
に
就
き
て
其
何
れ
に
最
良
の
按
育
を
す
る
物
で
あ
る
か
を
調
べ
て
見
た
慮
が
出
品
目
内
吉
田

-Enza

等
の
液
が
制
令
に
宜
し
か
っ
た
の
ぜ
此
等
に
盟
酸
及
苛
性
曹
遣
を
加
へ
て
各
種
の
市
国
債
を
有
す
る
物
を
作
b
之
に
酒



胡
麻
葉
枯
病
菌
を
植
付
け
て
見
た
の
で
あ
る
が
其
何
れ
も
大
煙
稲
煎
汁
に
於
け
る
接
育
と
似
通
っ
た
按
育
を
し
た
。

〈

=

一

)

分
生
胞
子
形
成
に
思
ほ
す
水
素

4
オ
ン
濃
度
の
影
響

川

W

分
生
胞
子
形
成
の
担
問
の
範
闇

液
慌
の
稲
煎
汁
培
養
基
で
は
甲
州
四
・

o
l四
・
こ
か
ら
可
出
九
・
五

l
一
O
-
Oま
で
の
範
囲
の
司
国
債
の
慮
て
は
分

生
胞
子
の
形
成
が
あ
る
様
で
あ
る
。
液
燈
培
養
基
の
場
合
は
菌
糸
が
按
育
し
て
菌
叢
が
出
来
壬
も
其
が
器
底
に
沈
在
し

勝
に
酸
性
反
臆
の
培
養
基
で
は
菌
叢
が
器
底
に
沈
在
し
表
面
に
到
達
す
る
に
至
ら
な
い
か
ら
分
生
胞
子
の
形
成
が
な
い

と
い
よ
事
が
あ
る
。
げ
れ

E
も
固
慢
の
場
合
に
は
菌
糸
の
接
育
す
る
庭
に
は
分
生
胞
子
の
形
成
が
あ
る
。
卸
ち

HMZ
ニ
・

六
乃
至
一

0
・
入
の
聞
で
は
分
量
の
差
は
あ
る
が
分
生
胞
子
の
形
成
が
あ
る
。

(2) 

分
生
胞
子
形
成
の
分
量

分
生
胞
子
形
成
の
分
量
は
酸
性
と
ア
Y
カ
9
性
で
異
る
様
で
之
を
調
べ
る
矯
め
に
形
成
す
る
範
囲
の
可
津
b
強
い
酸

性

q
z一
一
一
・
六
)
と
ア
U
F

カ
ヲ
性
笥
同
一

0
・
0
)
に
就
い
て
菌
糸
の
生
成
3
れ

τか
ら
六
日
を
経
た
部
分
ゆ
一
定
面

積
上
に
出
来
た
分
生
胞
子
の
教
を
調
べ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
平
方
粍
の
培
養
基
商
代
出
来
た
分
生
胞
子
の
教
を
比

較
じ
て
見
る
と
居
間
三
・
六
て
は
八
三
二
個

E

コ
0
・
0
で
は
一
七
三
二
個
で
あ
っ
て
ア
Y

カ
9
性
の
培
養
基
で
は

.

酸
性
化
於
け
る
よ
b
も
胞
子
形
成
の
量

P
多
い
事
が
分
る
。

永
棄
イ
オ
シ
後
皮
の
測
定
法
kc
其
紘
物
約
書
研
究
上
の
由

mm

九
九

(3) 

指
子
梗
わ
形
態



水
素
4
オ

y
濠
皮
の
湖
鬼
法
と
骨
骨
孤
仙
骨
痛
官
官
碗
究
上
の
由
咽
用

酸
性
の
培
養
基
、
即
ち
司
国
一
一
・六
位
の
培
養
基
比
生
育
し
た
基
中
菌
糸
は
僅
か
に
着
色
し
て
居
る
が
空
気
中
の
菌
糸

4
0
0
 

は
着
色
が
な
い
か
又
は
稿
淡
く
着
色
し

τ居
る
。
婚
子
梗
は
其
{
全
集
中
の
菌
糸
と
殆
ん
ど
直
別
が
な
〈

τ可
な
b
の
長

途
に
延
び
て
か
ら
其
先
端
に
胞
子
を
形
成
す
る
と
い
ふ
様
な
有
様
で
あ
る
。
従
っ
て
輝
子
梗
の
色
も
大
組
理
淡
い
。
そ
し

τ何
慮
か
ら
何
慮
ま
で
が
靖
子
梗
で
あ
る
か
と
い
ふ
直
別
が
剣
然
し
な
い
。
け
れ
・
ど
も
式
凡
二
四

O
l七
O
O
ミ
ク
ロ

ン
平
均
五
七
一
ミ
ク
ロ
ン
位
と
し
て
宜
敷
い
様
で
あ
る
。

然
る
に
塩
基
性
の
担
問
一

0
・
八
と
い
ム
様
な
培
養
基
比
出
来
た
縫
子
梗
は
暗
概
携
色
て
培
養
基
巾
の
替
養
菌
糸
の

着
色
の
う
す
い
の
は
比
べ
て
著
し
い
差
が
あ
る
。
普
養
菌
糸
と
の
境
自
の
慮
は
色
の
み
な
ら
ず
太
さ
が
急
に
増
し
て
居

る
の
で
其
境
界
が
判
然
と
認
め
ら
れ
る
。
長
浅
は
ず
っ
と
短
か
〈
三
二
一
寸
三
大
五
号
ク
ロ
ン
卒
均
二
八

O
ミ
ク
ロ

ン
ぜ
酸
性
の
培
養
基
に
出
来
た
物
の
約
半
分
で
あ
る
。

(4) 

分
生
胞
子
の
形
態

分
性
胞
子
の
着
色
に
就
い
て
は
何
れ
本
&
韓
徹
樫
色
て
あ
る
が
担
問
一
一
・
六
三
の
培
養
基
ぜ
出
来
た
物
で
は
之
に
著

し
く
絡
を
帯
び
た
明
る
い
色
で
あ
る
が
T

Y
カ

y
性
の
培
養
基
に
出
来
た
物
は
之
に
反
し
屯
褐
色
が
多
〈
入
つ
℃
居

る
。
従
つ
℃
非
常
に
暗
い
戚
じ
の
色
で
あ
る
。
其
中
間
の
司
国
債
の
庭
に
出
来
た
胞
子
ず
は
色
も
其
聞
を
移
b
か
は
っ

て
行
〈
。
分
性
胞
子
の
形
般
に
就
い
て
は
除

b
著
し
い
差
異
を
認
め
得
な
い
様
で
あ
る
。

分
生
胞
子
の
大
3
に
就
い
て
は
色
々
の
甲
山
債
を
持
っ
た
培
養
基
に
植
付
け
屯
蟻
氏
一
ニ
O
度
に
保
ち

τ、
之
に
形
世



水
黛
イ
オ
ン
櫨
眠
皮
の
測
定
法
正
義
赦
駒
山
刑
官
震
研
究
上
の
臆

m

。

3
る
、
胞
子
に
就
い
て
測
定
比
較
し

τ見
た
結
巣
一
定
の
関
係
を
見
出
す
事
は
出
来
な
い
か
の
様
で
あ
る
。
話
会

MVZ

債
の
錨
理
化
に
よ
ゐ
胞
子
の
大
誌
の
差
は
大
し
た
物
ぜ
在
い
と
い
ふ
て
宜
敷
い
様
で
あ
る
。

ハ
四
〉

稲
胡
麻
葉
枯
病
菌
の
病
原
性
と
水
素
イ
オ
ン
漣
度
と
の
聞
係

、、‘，，tA
 

，，t

、
稲
胡
麻
薬
枯
病
菌
の
侵
害
と
其
接
種
滴
の
反
騒
と
の
聞
係

‘
稲
胡
麻
枯
病
菌
が
稲
葉
を
侵
害
せ
ん
と
す
る
際
其
接
種
滴
の
反
膿
に
差
あ
ら
ば
之
に
よ
b
て
起
る
接
種
に
も
差
異
あ

る
べ
し
と
は
吾
A
V

此
方
面
の
事
に
従
事
し
居
る
者
の
考
ふ
る
慮
で
あ
る
。
私
は
此
勤
に
就
3
て
少
し
く
賞
験
し

τ見
度

?
と
思
ふ
て
.
胞
子
を
撒
布
す
る
液
の
反
贈
を
種
φ
に
か
へ
て
各
種
の
反
腰
を
有
す
る
胞
子
浮
欝
液
を
作
h
之
を
稲
葉

に
撒
布
し
て
見
た
。

郎
も
五

O
耗
の
稲
汁
に
一
一
三
分
一
、
ニ
八
分
一
規
定
の
盟
酸
並
に
一
二
八
分
一
、
三
二
分
一
、
八
分
一
規
定
等
の
苛

性
曹
匙
を
添
加
し
三
・
六
四
|
九
・
九
八
の
可
国
債
を
有
す
る
胞
子
液
を
得

τ之
を
稲
葉
に
撒
布
し
、
病
班
の
礎
現
す
る

様
子
を
制
ベ
て
見
た
。
夏
期
一
の
室
温
て
十
六
時
間
の
後
検
査
し
た
が
何
等
肉
眼
的
の
病
班
を
認
む
る
事
が
出
富
市
ず
。
真

に剤
t
b
目
、
接
種
後
四
十
時
間
の
後
に
検
査
し
た
時
は
病
勢
の
進
み
す
ぎ
た
る
の
視
が
あ
っ
た
が
。
其
被
害
は
大
勝
次

の
様
で
あ
っ
た
。
+
印
の
多
い
程
非
度
く
被
害
を
受
け
た
の
で
あ
る
。



水
素
イ
オ

y
演
出
凪
の
測
定
哉
と
其
続
物
.
病
害
碗
蝉
池
上
の
廠
周

指
胡
麻
葉
枯
病
菌
の
接
種
滴
の
反
臆
と
接
病
と
の
闘
係

骨

一

概

一

器

加

液

の

一
一
三
二
分
一
規
定

二
一
一
二
八
分
一
同

三一
一
一
二
八
分
一
間

四
一

三
二
介
一
同

五
一

八
分
一
同

積

類

同同苛同盟
性
加
盟

-
0
4
 

「
水
素
イ
ォ
川
崎
明
円一
川

害

の

度

合

」
被

害

の

順

位

酸

一

↓

一

、

六

阿

一

五

四
、
九

0
・

二

六
、
七
三
一

八
、
六
八
-

=一

九
、
九
八
一

四

+ + + + 
+ + + 
+ + + 
+ + 
+ 

+
+
+
 

ム
記
の
貫
験
か
ら
稲
胡
麻
薬
枯
病
菌
は
其
接
種
滴
の
反
鷹
が
少
し
く
酸
性
で
あ
る
方
が
侵
害
牲
の
大
き
い
と
い
ふ
事

は
大
観
了
解
出
来
る
。
け
れ
ど
も
上
の
賢
験
で
は
各
種
反
臆
の
胞
子
液
は
胞
子
の
混
在

L
て
居
る
割
合
が
必
ず
同
様
で

あ
る
と
云
ふ
事
が
出
来
な
い
。
従
っ
て
葉
面
に
撒
布
3
れ
た
胞
子
の
分
量
に
も
差
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
町
。
此

ρ胞
子

撒
布
量
の
不
均
一
を
除
く
矯
め
に
稲
を
植
付
け
た
数
多
の
瓶
一
を
併
立
せ
し
め
て
之
に
胞
子
液
を
一
撲
は
撒
布
し
其
偉
放

置
し
て
一
旦
乾
燥
せ
し
む
る
。
私
の
や
っ
た
結
果
て
は
無
風
の
軍
内
比
一
時
聞
を
放
置
す
る
と
胞
子
液
は
乾
燥
し
て
露

滴
と
し
て
認
め
る
事
が
出
来
な

5
な
っ
た
。
此
に
次
表
i
示
す
様
K
E
2ニ
・
四

l
一
。
町
の
稲
汁
及
五

O
分
一
モ
戸
の

酸
性
燐
酸
加
里
液
に
聾
酸
及
苛
性
加
里
を
加
へ
て
M
M

岡山三

i
九
と
し
た
各
種
の
句
国
債
を
有
す
る
物
を
再
び
撒
布
し
磁

子
鐘
内
に
被
ふ
て
置
い
た
。
斯
様
K
し
て
接
種
三
日
の
後
に
調
査
し
先
結
果
は
左
表
の
如
く
で
あ
る
。



稽
胡
麻
薬
枯
病
の
接
種
滴
の
反
晦
と
其
費
病
と
の
胡
係

|披香

|添
稲 l
i加

液

種

一O
、ニ

-
五
、
七

一
四
、
丸

一
五
、
九

一
六
、
六

一O
O
一

九八七六五回三三

。九三五九
七四七五六

ニ四七七六大三

£い
M

'
ふ
司
a

一
九
凶

一
三
五

一
五
九

一
五
九

一
二
五

エニ穴犬二三-

l三主主主二三也

類

一

上

の

平

一

各

得

上

の

葉

の

会

楽

長

一

領

官

一

一
ー
水
素
イ
オ
シ
渡
度

一
制

約

斑

鍛

一

回

試

の

平

均

り

ん

例

務

態

官

一

也
市
建
イ
オ
V
漫
度
の
鴻
定
法
主
骨
骨
織
物
自
明
世
宵
研
究
上
の
富
田
明

の

の

煎

前
の
寅
験
で
は
多
少
酸
性
の
方
が
病
瑳
が
多
か
っ
た
が
此
表
の
結
果
に
よ
る
と
接
種
滴
の
反
照
ξ
病
害
義
生
と
の
悶

ヨ).四三三一

-
一
一
二
分
一
焼
定
襲
酸
一

O
純

一

二

八

分

一

問

問

問

一
ニ
入
分
一
阿
曽
町
性
宙
百
遣
問

三

ニ

分

}

悶

悶

悶

八

分

}

問

問

同

汁

一
、
五

O

o、
四
五

O
恥
五
立

。
、
凶
C
、
凶
七
。.一宮一
O
二
六

に
は
殆
ん
ど
何
の
関
係
も
認
め
得
な
い
物
の
様
で
あ
る
。
要
す
る
に
稲
胡
麻
葉
枯
病
菌
の
費
生
侵
害
と
接
種
滴
の
反
晦

・

-
e
O
S
 

酸
性
品
開
酸
加
盟
の
津
波

二
五
分
一
規
定
虫
酸

問五
分
一
規
定
帯
性
官
官
撞

悶

七犬主同三三・ー

問問肉



占
吊
畠
珊

f
-
e
v
濃
度
の
測
定
法
主
並
一
織
物
由
明
書
官
野
安
・
1

の
由
晴
用

電

・
と
の
聞
に
は
大
草
者
闘
係
が
な
い
と
い
ふ
て
大
し
た
間
違
U
は
在
い
様
で
あ
る
。

-
O伺

其
胡
麻
薬
枯
病
に
劃
す
る
権
病
性
に
就
き
て

(2) 

各
種
の
反
膿
を
有
す
る
培
養
液
に
稲
を
栽
培
せ
る
際
の

上
遮
せ
し
慮
の
様
比
稲
の
胡
麻
葉
枯
病
菌
は
其
培
養
基
の
反
贈
即
ち
水
素
イ
オ
シ
濃
度
の
静
化
す
る
に
従
つ

τ其
接

育
の
模
様
は
も
著
し

5
襲
化
を
呈
す
る
物
で
あ
る
。
従
ワ
て
稲
の
品
種
又
は
其
栽
培
方
法
の
差
に
よ
っ
て
稲
の
細
胞
汁

液
代
何
等
か
の
質
化
が
起
。
得
る
者
ら
ば
之
に
寄
生
す
る
稲
胡
蹴
葉
枯
病
菌
の
殺
生
に
も
差
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
普
通

の
水
固
に
栽
培
し
た
際
に
は
各
品
種
の
聞
に
其
細
胞
汁
液
の
水
素
イ
方

y
浪
度
の
襲
化
は
齢
b
著
し
く
ま
い
事
が
分
つ

た
が
更
に
二
三
の
品
種
は
っ
き
て
其
栽
培
法
の
差
に
よ

b
て
其
稲
の
細
胞
汁
液
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
叉
は
稲
胡
麻
葉
枯

病
菌
に
劃
す
る
擢
病
性
比
差
あ
る
や
否
や
を
知
ち
ん
と
し
て
宮
殿
に
着
手
し
た
。

水
稲
の
水
耕
培
養

右
の
目
的
の
矯
め
に
先
づ
各
種
の
水
素
イ
オ
シ
濃
度
を
有
す
る
水
稲
の
培
養
液
を
求
め
て
見
た
。
而
じ
て
此
目
的
に

は
其
水
耕
用
の
液
が
強
き
緩
衝
作
用
主
有
し
、
且
つ
多
量
の
液
を
常
に
取
b
か
へ
る
必
要
か
ら
な
る
べ
く
組
成
の
簡
単

な
物
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
此
目
的
に
先
づ
プ
-
ア
イ
ア
ン
ハ
一
九
二
二
)
氏
が
水
素
イ
オ
ン
濃
度
と
大
豆
の
根
庇
の
形

の
楼
で
あ
る

0
2
。-一∞
n
5
2
5
F
E
句

-

M吋
』

i
m

・3

成
と
生
長
と
の
嗣
係
ぞ
調
査
す
る
矯
め
に
使
用
し
た
蕗
の
し
V

ヤ
イ
プ
氏
培
養
液
を
使
用
す
る
事
に
し
た
。
其
組
成
は
次



第
一
一
液

一0
0克

硝
酸
石
友
内
白
ハ
ヌ
O
U拍

-

第
二
被

硫
酸
苦
士
宮
mmc-

酸
性
揖
酸
加
里

5
3色

五
O
克

一一
・
五
克

五
0.九

第
三
濃

第
四
液

聾
化
第
二
銭

Fnr

右
四
種
の
溶
液
を
作
っ
て
お

3
使
用
に
営
b
て
第
一
、
二
及
三
液
の
各
一

O
耗
宛
を
取

b
て
之
に
蒸
溜
水
を
加
ヘ

τ

同

三
O
O耗

蒸
溜
水
五

O
O鈍

同問

会
贈
を
四
立
と
し
之
氏
第
聞
液
の
一

O
滴
を
添
加
す
る
。
之
は
硫
酸
及
苛
性
曹
遣
を
添
加
し
て
冨
竺
一
、
五
、
七
及
九
の

慣
を
有
す
る
液
を
得
A
と
し

τタ
ラ

1
ク
氏
の
標
準
液
代
比
較
し

τ比
色
法
は
よ

b
て
之
に
添
加
す
る
硫
酸
及
苛
性
加

水
車
最
イ
オ
ン
浪
曲
凪

た

色

ヨE

里
の
分
量
を
許
算
し
た
其
結
果
は
衣
の
様
で
あ
る
。
ハ
使
用
し
か
酸
及
ア

Y
カ
リ
は
有
合
せ
の
物
で
あ
る
〉

波

使

番
観

し

用

HVZ
三

プ
ロ

1
ム
ア
エ
ノ

1
Y
プ

9
ユ

五

メ
チ

Y
ν

ツ
ド

七

フ
エ
ノ

l
y
.
ν
ヅ

V

九

ク

ν
y
l
y
、
フ
タ
レ
イ
ン一一S
I
G
-五
粍
の
大
3
の
物
を
取
っ
た
。
之
b
L
謹
厚
堕
酸
民
法

同

二
七
、

O
同

四砂
耕
に
使
用
し
た
砂
は
普
通
の
川
砂
で
簡
は
よ
ち

τ

添

1.111 

培
養
液
一
・
立
街
添
加
量

二
五
分
九
規
定
硫
酸

三、

O
粍

同

O
、
二
同

二
O
分
=
一
規
定
苛
性
曹
達

一
二
、

O
同

水
素
4
オ

y
波
度
の
測
定
訟
と
骨
骨
骨
飢
』
引
自
刑
務
研
究
土
の
厳

m

演
す
る
事
一
夜
の
後
充
分
沈
樵
し
て
使
用
し
た
。
同
時
に
高
芯
一
五
糎
直
径
一

O
組
の
精
子
瓶
に
右
の
砂
三

O
C民
主

ム
O
蕊



水
素
イ
オ
Y

温
風
副
島
の
鴻
定
法
・
9

』
骨
骨
植
物
自
明
容
研
究
上
の
慮
用

一0
4川

『

容
れ
更
に
之
に
h
遮
の
培
養
液
を
一
ニ
ヨ
つ
ー

四
O
O鈍
を
加
へ
た
。

大
正
十
二
年
八
月
三
十
日
斯
く
の
如
〈
に
し
て
準
備
し
た
砂
耕
用
瓶
に
諌
め
描
・
備
栽
培
し
て
置
い
た
高
ヨ
一
五

l
ニ

O
糎
に
生
長
せ
る
稲
苗
を
各
瓶
比
三
本
宛
植
付
け
た
。
其
三
本
の
苗
に
は
畿
内
支
場
早
生
四
一
班
、
畿
内
支
場
犬
場
二

時
抗

v

旭
の
各
一
本
宛
を
配
す
る
事
に
し
た
。
其
後
砂
耕
瓶
内
の
反
聴
を
な
る
べ
く
整
一
に
保
つ
錦
め
に
一
日
隔
に
培
養

液
を
取
・
り
換
へ
た
。

右
の
様
に
し
て
二
週
間
稲
を
砂
耕
し
た
後
九
月
十
三
日
に
な
っ
て
稲
胡
麻
葉
枯
病
菌
第
四
五
系
菌
の
胞
子
を
撒
布
接

種
し
た
。
接
種
後
普
遁
の
如
〈
に
潟
気
を
保
つ
様
に
し
て
三
日
を
経
て
か
ら
結
果
を
調
べ
た
U

業
本
病
に
最
も
か
、

b

易
い
旭
日
就
い
て
の
結
果
は
次
表
の
様
で
あ
る
。

稲
の
水
耕
培
養

一
之
年
生
育
せ
あ
稲
の
権
病
の
度
合

液
の

E
慎

一
議
長
一
糎
に
生
ぜ
る
病
班
の
戴

↑
 

大
正
十
三
年
八
月
十
六
日
更
に
前
向
同
様
に

準
備
し
て
砂
耕
培
養
瓶
に
吉
備
穂
×
紳
力
的
苗

九七五三

回
、
八
一O
、O
七、
λ
八二

を
植
付
け
其
後
同
様
の
方
法
に
て
液
を
取
換
へ

て
約
二
週
間
培
養
し
た
。
斯
く
て
八
月
三
十
日

に
至
。
て
稲
胡
麻
葉
枯
病
菌
第
四
五
系
菌
の
胞

子
を
稲
煎
汁
に
て
胞
子
液
を
停
b
て
撒
布
し
た
。
而
し
て
普
通
の
如
〈
比
柑
子
鐘
に
て
被
U
1
4
3
九
月
十
二
日
比
歪
b

t
結
果
を
槍
査
し
供
試
各
穏
の
葉
じ
り
吉
野
斑
数
、
葉
長
を
測
定
し
左
の
如
き
数
字
を
得
た
。



シホ

湿E索

~..f 

一

本

食

一

一

葉

長

一

濁

常

習

一

斑

政

平

削

一
葉
長
平
均
(
粍
)
一
病
斑
叡

Z
T

均

敗

一

順

・

位

ニ
0
・

五

八

、

七

三

、

四

三

一

三

四

一

五

、

-

一

五

、

四

一

二

ユ

穴

一

o

=
一

七

、

七

O
、六

0
・

九

五

一

一

一

八

‘

大

穴

J
Z

一

二

一

ご

九
接

幸重

本

阿川国
，，
 
，，
 
" " 

4 

一一

右
表
の
表
は
す
如
〈
其
病
斑
教
に
於
て
酸
性
の
培
養
液
に
生
長
せ
る
稲
は
被
害
が
大
で
あ
る
が
、
尚
其
一
個
の
病
斑

の
大
ヨ
に
於
て
も
酸
性
液
に
生
長
せ
る
稲
は
ア

Y
カ

9
性
の
場
合
よ

b
も
多
い
。

司
国
三
の
液
に
生
せ
る
稲
の
病
斑
の
長
当

ニー

耗

卒
均
四
‘
九
五
粍

国
向
九

同

〕
!
二
粍

卒

一
、
凶
二
粍

(
3
2・
F
・
4
奇

-
b
m
-
の

-zo宮
内
)
雨
氏
は
幼
苗
の
生
長
代
劃
す
る
水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
影
響

を
研
究
す
る
に
際
し
其
目
的
に
過
す
る
噌
国
を
有
す
る
培
養
液
を
求
め
ん
と
欲
し
て
十
種
の
培
養
液
、
郎
ち

タ
!
及
ノ
!
プ
M
F

〉

-
n・

者
E
E
2
の
液
三
種

g
E号『
品
宵

m
r
zロ
何
回
1

・
回
目
『
言
、
内
ロ

回
口
仏
戸
、
伊
市
内
-2u
間
同
区
予

可
冷
静
『
・

J
『
。
仲
時
間
国
m
町
四
岡
山
呂
、
盟
国
守
内

冨。

n巳
-
等
の
培
養
液
比
就

S
て
試
験
せ
し
結
果

輸
酸
カ
a
H
U
ウ
ム

C
、O
一
八
ニ
瓦
分
子

硫
酸
マ
グ
ネ

V
ウ

ム

O
、0
0五
O
瓦
分
子

捜
検
燐
酸
加
恩

0

・0
0八
二
瓦
分
子

冨
の

のと一

液
を
最
適
嘗
で
あ
る
と
し
て
居
る
。
其
の
組
成
は

水
素
イ
オ
ン
濃
度
肝
測
定
後
と
共
椋
物
病
官
官
研
究
上
の
慮
用

}
一

O
七



を
含
有
す
る
。
右
液
の
様
な
物
で
は
其
水
素
イ
オ
ン
漉
度
は
其
に
存
在
す
る
酸
性
燐
般
加
里
の
量
に
よ
b
℃
描
理
化
す
る

物
.
で
あ
っ
て
、
右
の
液
て
は
居
間
四
・
四
に
な
っ
た
。
ダ
ツ
ガ

1
氏
は
酸
性
燐
酸
加
里
を
含
有
す
る
液
の

岡
山
間
債
を
定
め

水
素
4
占
有

Y
震
度
の
幅
四
定
法
主
其
鉱
物
病
車
両
研
究
上
の
晦
用

一O
八

る
事
の
困
難
な
事
を
記
し
ロ
zmm官
『
氏
溶
液
て
は
其
酸
性
燐
酸
加
里
の
含
量
に
よ
っ
で

Z
E子
五

l
四
・
五
仇
波
を
得

た
と
報
告
し
て
居
る
。
右
の
様

K
襲
化
の
少
な
ヤ
市
国
債
を
得
る
事
が
困
難
で
あ
る
か
ら
培
養
液
が
充
分
に
緩
衝
作
用

を
有
す
る
様
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
氏
は
次
の
様
な
風
に
し

τ培
養
液
を
調
製
し
た
。
'

氏
は
な
る
ぺ
〈
純
梓
在
薬
品
を
使
用
し
℃
衣
の
各
種
の
液
を
作
っ
た
。

畠

胃

酸

泊
町
性
官
官
達

面
剛
酸
加
虫

歯
帽
酸
曹
塗

硫
酸
マ
グ
ネ

νウ
ム

園
町
化
方
b
u
γ
由

v
・
晶

問 問問ー同一
立規
中~
液

九
四
、
二
九
九
瓦

一七
O
二
O

瓦

ニ
凶
八
二
一
一
瓦

一
一
一
・

0ο
瓦

右
の
各
液
を
左
記
の
分
量
宛
取
っ
て
之
を
三
立
の
蒸
溜
水
中
に
添
加
し
た
。

燐
厳
格
液

硝
酸
加
盟
液

附
則
曲
属
官
官
逮
液

統
被
7

M

q

本
山
Y

ウ
-
A

液

歯

周

化

由

H
P
V
-
P
A拙
m

七
一
二
・
九
六
粍

九、

O
C路

ニ
二
、
五

O
路

一
五
、

0
0掲

也、

r
A
O掲

、



，. I!豊
島括性

餓ヲ
液 91">， 
ル，
路
巾自主
ム 1m
l占星
。-
8毎
Q晃
d量
'0 土

函立
瓦九
、J てヨ
曹
、ノ

ー.;:: 

哩d
lJIl ~ 

瓦

右
の
様
ル
し
て
調
製
し
た
液
三
立
代
謝
し
て
苛
性
曹
達
一
規
定
を
左
記
の
各
種
の
量
に
添
加
し
て
沼
山
三
乃
至
司
出
入

迄
の
種
ム
干
の
車
問
債
の
物
を
作
っ
た
。

苛
性
曹
達
の
一
規
定
液
の
添
加
里

甲
山
'
債
三

二ハ、五
O

四

二
五
、
七
一

五

六
、
七
五

..L. ，、

間
五
、
九
O

七

五
七
、
三
O

入

七
O
、入。

培
養
基
の
調
製
に
は
上
記
の
順
序
ゼ
先
づ
燐
酸
液
を
添
加
し
最
後
に
苛
性
曹
遜
を
添
加
す
る
様
に
し

τ居
る
。

私
も
右
と
同
様
に
し
て
各
種
の
甲
山
を
有
す
る
培
養
基
を
作
っ
て
其
そ
電
気
法
て
ヒ

Y
デ
プ
フ
ン
ド
電
極
を
使
用
し

て
検
査
し
て
見
た
其
結
果
の
一
例
を
示
す
と
次
の
様
に
な
る
Q

9
1
1
N
及
/

1

ア

t
H

所
定
の
時
国
債

阿

川

剛

同

一

宇一同

余
の
串
貝
哨
置
に
で

得
た
る
M
V
国
債

M
M
同
一
一
、
九
九

問
、
一
関

番
量虎

M
M
出

債

蛇み

差

-・ ーー

ハニ
O
、O

一

〈

+
v
O
二
凶

水
素
4
オ

y
濃
度
。
測
定
法
と
其
掠
岨
帽
。
情
省
研
究
上
の
廠

m

-
Q
九



液
の
取
換
へ
に
就
い
て
は
右
雨
氏
は
可
な

b
面
倒
な
事
を
や
っ

τ居
る
が
私
は
砂
耕
液
中
に
浸
し
た
硝
子
管
か
ら
+

4
フ
ォ
ン
で
液
を
棄

τ新
液
を
注
入
し
た
。
大
抵
隔
日
比
一
回
取
換
へ
て
行
っ
た
。
右
の

吋
同
『
『
及

z
s
r
雨
氏
の

水
素
イ
オ

ya度
。
測
定
法
是
集
披
初
出
明
書
目
前
究
上
の
由
帽
国
府

--o 

六玄関三

八七六五

五
、
一
二

五
、
穴
品
ハ

六、六一一

七
、
四
四

ハ
+
V
0
・一ニ

ハ
3
0
・一一一関

門
一

v
O
J一入

《一一
vo、
五
六

液
は
婆
の
按
育
が
悪
る
い
が
、
其
が

y
b
p
l
y
酸
聾
の
存
在
す
る
縛
め
で
あ
る
か
ら
此
を
使
用
す
る
の
は
よ
く
な
い
と

い
ふ
報
告
も
出
，

τ居
る
が
私
が
稲
に
就
い
て
や
っ
た
賞
験
の
範
囲
で
は
大
し
た
不
利
も
見
出
ヨ
な
い
様
で
あ
っ
た
ψ

・右

の
液
て
も
之
に
稲
を
培
養
し
℃
見
る
と
其
培
養
中
僅
か
二
日
の
後
で
も
其
可
国
債
に
可
在
ち
の
麹
化
が
起
る
物
の
様
で

あ
っ
た
。
特
に
ア

Y
》

qd
性
の
液
に
於
て
甚
.
免
し
い
様
て
其
描
理
化
の
句
出
債
一
に
近
〈
な
う
た
物
も
出
来
た
。
叉
培
養

中
一
種
線
穫
の
費
生
し
錫
め
に
句
国
債
の
一
磨
速
か
に
聾
化
す
る
様
な
事
も
あ
っ
た
。

此
培
養
液
に
稲
首
を
植
付
け
て
隔
日
に
液
を
取
b
か
へ
て
稲
を
生
育
せ
し
め
二
週
間
を
経
て
後
に
前
と
同
様
の
方
法

ぜ
稲
胡
麻
葉
枯
病
菌
の
胞
子
を
接
種
し
た
。
実
結
果
は
大
略
前
述
の
賞
駿
と
大
差
な
く
胡
麻
葉
枯
病
的
病
斑
数
は
酸
性

の
部
分
民
生
育
し
た
稲
に
は
ア
Y
カ

9
性
の
液
比
生
育
し
た
稲
に
於
け
る
よ
A
Y
も
比
較
的
多
い
様
で
あ
っ
た
。
館
b
酸

性
に
生
育
し
た
稲
は
ア
Y
カ

9
性
に
生
育
し
た
稲
よ
b
も
羅
病
性
が
多
い
と
い

ふ
事
貨
を
認
め
る
事
が
出
来
る
。

賞
際
圃
場
に
於
け
る
本
病
の
礎
生
と
其
土
壌
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
と
の
聞
係

(3) 



以
上
遁
ぺ
来
っ
た
様
比
各
種
の
反
鷹
の
務
液
内
ぜ
生
育
し
だ
稲
の
胡
麻
葉
枯
病
被
害
の
度
舎
を
路
綾
し
て
見
る
と
酸

性
の
部
分
に
生
育
し
た
稲
の
方
が
ア

Y
カ

9
性
の
液
に
生
育
し
た
稲
よ
b
も
被
害
が
多
少
多
い
と
い
ふ
事
が
認
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
が
更
に
賓
際
圃
場
の
場
合
を
考
へ
て
見
度
い
。
従
来
稲
胡
麻
葉
枯
病
は
痩
地
に
多
く
費
生
す
る
と
い
ふ
事

は
一
一
般
に
認
め
ら
れ
各
種
の
病
理
事
書
代
記
載
ヨ
れ
て
居
る
。
け
れ
ど
も
原
掻
踊
氏
は
嘗
て
本
病
は
酸
性
の
慮
に
多
い

か
ら
と
て
石
茨
施
用
の
必
要
を
説
い
て
居
る
。
叉
満
胡
麻
葉
枯
病
の
殺
生
は
赤
土
の
酸
性
を
帯
び
た
蕗
が
多
加
、
と
い
ふ

事
は
否
定
す
る
事
の
出
来
な
い
事
責
で
あ
る
。
又
海
岸
の
干
拓
地
の
様
な
慮
で
子
拓
後
相
営
の
時
日
を
経
℃
可
な
b
ア

y
カ
リ
性
に
な
っ
て
居
る
様
者
底
究
は
漉
続
水
が
ア
Y
カ
9
性
で
あ
る
様
な
慮
で
は
本
病
の
費
生
が
殆
ん
ど
な
い
と
云

J
m
事
賓
が
あ
る
、
藤
田
組
句
史
島
海
開
墾
地
の
如

S
は
其
例
で
本
病
の
叢
生
が
非
常
民
少
な
い
様
で
あ
る
。

前
代
詑
し
た
様
に
稲
胡
麻
薬
枯
病
菌
の
礎
育
し
得
る
担
問
の
範
園
は
非
常
に
墳
く
司
出
ニ
・
六
か
ら
阿
川
一
国
一

0
・
九
位

ま
で
の
範
囲
で
発
育
す
る
事
が
出
来
る
.
か
水
稲
の
細
胞
汁
液
は
殆
ん
ど
慣
が
決
っ
て
居
b
私
が
多
く
の
繍
類
に
就
い
℃

測
定
し
だ
結
果
て
は
司
国
五
・

o
i六
・
五
の
範
囲
で
多
く
の
物
は
五
・
五

i
六・

O
の
間
と
見
て
よ
ろ
し
い
位
で
あ
る
。

叉
土
地
の
反
騰
が
異
っ
て
居
て
昔
、
其
に
生
育
す
る
稲
の
細
胞
汁
液
の
反
膿
に
は
多
少
影
響
す
る
と
し
て
も
直
接
非
常
な

差
が
表
は
れ
る
課
て
も
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
酸
性
の
土
地
に
出
来
た
稲
が
胡
麻
薬
枯
病
に
か
、

b
易
い
と
い
ふ
事

は
葉
の
細
胞
液
の
反
腰
が
菌
の
接
育
を
抑
止
す
る
と
い
ふ
事
で
は
な
い
が
、
葉
反
臓
に
よ

b
t稲
葉
の
生
活
機
憶
が
組
理

化
し
胡
跡
葉
枯
病
が
礎
生
侵
害
し
回
調
い
股
態
と
な
る
晶
り
で
は
攻
か
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。

-
m
'
m
4
オ
シ
農
民
の
測
b
R
品
献
と
其
纏
物
病
害
研
究
上
の
廊
用



五、

摘

要

• 

水
帯
魚

4
オ

ν
濃
度
的
刈
定
法
主
其
械
白
骨
肉
例
世
育
研
究
上
の
醐
四
川

《
一
)
以
上
記
述
し
た
慮
は
水
素
イ
オ
ン
渡
度
の
比
色
測
定
の
方
法
と
、
之
が
植
物
病
害
研
究
主
に
於
け
る
鷹
用
の
日

端
、
殊
は
稲
胡
麻
枯
病
菌
と
の
閥
係
の
貸
風
的
研
究
の
概
要
で
あ
る
。
而
し

τ其
前
半
は
草
に
水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
概

念
を
設
明
じ
之
が
比
色
測
定
の
方
法
を
グ
ラ

1
グ
及
ラ
プ
ス
・
氏
法
に
よ

b
t
説
明
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
て
あ
る
o

只
私

の
賓
験
結
果
か
ら
‘
.
比
色
に
使
用
す
る
標
準
緩
衝
液
等
の
調
製
は
従
来
多
〈
の
著
書
に
見
る
様
な
面
倒
な
方
法
で
せ
な

《
と
も
、
薬
品
の
純
綿
な
物
を
選
ぴ
注
意
し
て
調
製
す
れ
ば
此
報
文
民
記
し
た
様
な
簡
便
な
方
法
で
も
大
し
た
誤
差
の

出
る
物
で
な
い
と
い
ふ
事
と
其
出
来
上
つ
カ
標
準
液
は
電
拭
法
で
検
定
し
て
使
用
す
れ
ば
よ
い
と
い
ふ
事
を
記
し
た
。

(
二
〉
次
に
水
素
イ
シ
オ
濃
度
測
定
法
の
植
物
病
原
菌
の
培
養
研
究
に
上
於
け
る
膿
用
の
一
例
と
し
て
、
肉
汁
寒
天
培

聾
華
の
反
晦
調
整
法
、
及
び
其

Y
1
-プ
1
度
数
と
と
の
比
較
等
を
掲
げ
、
更
に
稲
煎
沖
其
他
の
培
養
基
に
就
3
其
水
素

イ中
A

Y
漉
度
井
比
栂
定
曲
線
等
を
も
賞
験
結
果
か
ら
梢
詳
細
に
記
述
し
た
。

3
3稲
胞
麻
葬
枯
病
圃
の
嵐
官
育
に
及
ぼ
す

水
素
イ
オ
ン
浪
度
の
影
響
と
し
て
円
1
v分
生
胞
子
の
接
芽
(
2
)
菌
叢
の
畿
育
ハ
3
)分
生
胞
子
の
形
成
分
等
比
及
.
ほ
す
影

響
、
及
び
稲
胡
麻
薬
枯
菌
の
病
原
性
と
水
素
イ
オ
ン
混
度
の
関
係
と

L
て〈
1
〉
接
種
滴
の
反
臓
と
病
菌
の
侵
害

ιの
聞

係
つ
ニ
各
種
反
謄
の
培
養
液
に
砂
耕
培
養
せ
る
稲
の
権
病
性
の
比
較
(
8
)
賓
際
園
場
に
於
け
る
本
病
殺
生
と
其
土
壊
の

皮
脂
と
の
関
係
等
K
就
3
て
の
観
察
或
は
賓
験
的
研
究
の
結
果
の
概
要
を
記
載
し
た
の
で
あ
る
。
ハ
右
に
哩
還
す
る
臓
は
大
足

十
周
年
十
月
附
山
市
に
於
け
る
著
者
の
原
稿
を
多
少
修
正
し
た
物
で
為
畠
J


